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序

文化財は、わが国の長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な国民共

有の財産であり、その地域の歴史、伝統、文化などの理解のために欠くことのできないも

のであると同時に、将来の文化の向上• 発展の基礎をなすものであります。

とりわけ、地中に 埋もれている 埋蔵文化財は、文字資料だけでは知ることができなかっ

た先人の生活の様子や文字がまだなかった時代の人々の生活や文化について、私たちに多

くの情報を与えてくれます。

近年、南相馬市内では広範囲にわたり開発の波が押し寄せつつあります。 その一方、長

い歴史を経て保存されてきた 埋蔵文化財が一日にして失われてしまう危険性があります。

このような状況のなか、教育委員会では、埋蔵文化財の保護のため、開発が行われる前に、

遺跡の範囲や性格などの資料を得る目的で、分布調査や試掘調査を実施しております。

開発に際しては、 こ れらの資料をもとに、関係の方々及び機関と遺跡についての保存協

議を行い、保存が困難な場合については、図面や写真などによる記録保存のための発掘調

査を実施しております。

本報告書は、平成 1 6 ,..__, 1 7 年度に、県道小浜字町線整備事業に伴い失われてしまう大

塚遺跡、野馬土手について実施した発掘調査の成果報告書です。 今後この報告書を、埋蔵

文化財の保護、地域史研究のために活用していただければ幸いに存じます。

終わりに、地権者の皆様をはじめ、調査にご協力いただきました方々に心から感謝いた
します。

平成19年 3 月

南相馬市教育委員会

教 育 長 青 木 紀 男





例 言

I. 本也は、 県道小浜字町線の整備工事に伴う大塚遺跡 ・ 野馬土手の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 . 発掘調査は 、 原町市教育委員会が福島県相双建設事務所の委託により実施した。

3. 現地調査 ・ 整理調査 、 および報告書作成は、 原町市教育委員会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託

して行った。

4 . 原町市は平成18年1月1日に相馬郡鹿島町 ・ 小高町と合併し、 南相馬市原町区となった。 以降、 本書では

合併前の内容については原町市教育委員会で、 合併後の内容については南相馬市教育委員会と表記する。 ま

た、 必要に応じて旧原町市教育委員会と表記する場合もある。

5. 財団法人いわき市教育文化事業団における担当職員は 、 以下の通りである。

現 地 調 査：平成16年度 高島 好ー ・ 猪狩みち子

乎成17年度 猪狩みち子 ・ 鈴木 隆康

整 理 調 査：猪狩みち子

報告書作成：猪狩みち子・鈴木 隆康

6 . 整理調査 ・ 報告書作成における整理作業は 、 財団法人いわき市教育文化事業団の整理補助員が行った。

7 . 遺構図 ・ 土師器 ・ 陶磁器のコンピュ ー タートレー ス、 画像処理 、 および挿図の編集は、 株式会社セピアス

に委託した。

8 . 図版に掲載した遺構写真は 、 現地で担当職員が撮影したものである。 遺物の写真は猪狩みち子が撮影を行

った。 また 、 遺跡に関する空中写真は、 平成16年度は東邦企画に、 平成17年度は NNPRO に委託した。

9 . 本因の執筆は財団法人いわき市教育文化事業団の職員が行った。 執筆分担は以下の通りである。

高島 好ー 第3章第3節(I)・(3) ~ (5)·(7)·(8)

猪狩みち子 第1稟、 第2章、 第3章第1節• 第2節• 第3節(2)·(6)·(9)·(10) 、 第4節

鈴木 隆康 第4章

10. 本也の編集は、 南相馬市教育委員会・堀耕平、 財団法人いわき市教育文化事業団 ・ 猪狩みち子が行った。

11. 製鉄遺構、 および鉄滓類の資料整理については、 財団法人福島県文化振興事業団•福島県文化財センタ ー

白河館の能登谷宜康氏のご指導をいただいた。

12. 各種自然科学分析は以下の機関に委託した。

鉄 滓の 分 析： JFE テクノリサーチ株式会社

炭化材の樹種同定：株式会社古環境研究所

13. 調査の期間中並びに報告書作成にあたって、 次の方々よりご教示ご協力を頂いた。（敬称略）

飯村 均 庄司建設株式会社 遠藤 衛 武山正孝 遠藤洋子 吉田美子

14. 調査にかかわる図面 ・ 写真 ・ 遺物等の資料は 、 南相馬市教育委員会が保管している。













第1章 調査の経緯

第1節 調査に至る経緯

福島県南相馬市の原町区中心市街地から JR原ノ町駅前を通過し国道 6 号線へ向かう県道小

浜字町線は、 重要な幹線道路として利用が多い。 しかし、 市街地での道路幅は狭少で、 また、

JR 常磐線の北原踏切で鉄道・県道・市道の3線が交差するという複雑な構造であるため、 交

通量が多い時間帯には渋滞の原因となっている。 このため、 昭和 50 年代から福島県相双建設

事務所によって県道の整備が計画され、 JR 原ノ町駅前地区から国道 6 号線までの県道の付け

替え工事が進められている。

工事にともない、 平成 16 年に福島県相双建設事務所から原町市教育委員会へ埋蔵文化財の

有無についての照会があり、 原町市教育委員会で現地踏査を行ったところ北原字大塚から青葉

町三丁目周辺で鉄滓の散布が確認された。 これにもとづき、 原町市教育委員会は青葉町三丁目

の丘陵周辺約 80,000 rrfを平安時代の製鉄開連遺跡である「大塚遺跡」として登録した。

平成 16 年 5 月~6 月に、 原町市教育委員会で県道工事の路線にあたる 3, 711 面を対象にト

レンチを 10 本設定し（第2 図）、試掘調査 (1次調査） を行った結果、 1 号トレンチで土師器・

鉄滓が出土し、 3号トレンチでは木炭窯も確認された。 協議の結果、 工事によって遺跡の保存

が困難であるため、 1~3 号トレンチの位置する南斜面を発掘調査することとなった（原町市

教育委員会 2005) 。

また、 大塚追跡の南側には近世の迎構である野馬土手が遺存しており、 平成 17 年2月から

3月にかけて野馬士手保存のための資料を得る目的で測籠調査が行われた。

原町市教育委員会は、県道工事にかかる発掘調査を財団法人いわき市教育文化事業団（以下、

事業団）に委託し、 平成 16 年 12 月から平成 17 年2 月まで大塚造跡の丘陵南斜面 523 rrfの調

査を行った（大塚迫跡2 次調査）。 引き続き、 平成 17 年 8 月から 11 月まで大塚遺跡の丘陵南

側の宅地跡 404 対（大塚遺跡3 次調査） と野馬土手 432 面の発掘調査を行った。

第2節 調査要項

l. 遺 跡 名

2. 所 在 地

3. 遺跡の性格

4. 調査の原因

5. 調 査期間

大塚遺跡（おおつかいせき）・野馬土手（のまどて）

南相馬市原町区青葉町三丁目地内

大塚遺跡：古代の製鉄跡、 野馬土手：近世の牧跡

県道小浜字町線整備工事にかかる発掘調査

平成 16 年度 大塚遺跡 (2 次調査）

平成 16年12月17 日～平成 17年2 月28 日

平成 17 年度 大塚遺跡 (3 次調査）• 野馬土手

平成 17年 8 月22 日～平成 17年11月11 日

ー











第4節 調査の経過

第4節 調査の経過

(1) 平成 16 年度（人塚遺跡 2 次調査）

平成 16 年

11 月19日（金） 福島県（相双建設事務所）と原町市で埋蔵文化財発掘調査委託契約の締結。

12 月 7 日（火） 原町市（教育委員会）と財団法人いわき市教育文化事業団で委託契約の締結。

12 月 17 日（金） -----12 月 18 日（土） 重機による表土掘削 （原町市教育委員会対応）。

12 月21 日（火） ,..._,12 月24 日（金） 21 日、安全教育ののち現地調査開始。周辺整備、追構検出作業。

12 月27日（月） 遺構検出作業継続。現場の保全作業。

平成 17 年

1 月 5 日（水） ,..._, 1 月 7 日（金） 1 号木炭窯跡の南側を一部拡張するため、 手掘りによる表土掘

削。追構検出作業継続。遺構検出状況写真撮影。

1 月 11日（火） ,..._, 1 月 14日（金） 木炭窯跡・木炭置き場・溝跡・土坑の内部精査開始。 遺構確認

面平面図作成。

1 月17 日（月） ,..._, 1 月 21日（金） 木炭窯跡・木炭置き場の内部精査継続。東側を重機によって拡

張し、 製鉄炉跡 2 基検出。17日、 前夜の 雪のため作業中止。

1 月24 日（月） ,..._, 1 月28 日（金） 木炭窯跡・木炭置き場・土坑の内部精査継続。 製鉄炉跡周辺で

作業場を検出。木炭窯跡のベルト写真撮影。木炭置き場・土坑のセクション図・完掘平面図作成。

1 月31 日（月） ,..._, 2 月4日（金） 木炭窯跡・製鉄炉跡・竪穴住居跡・土坑の内部精査継続。セク

ションの写真撮影、セクション囮作成。1号木炭窯跡煙突、1号竪穴住居跡カマド周辺の精査。

2 月 7 日（月） ,..._, 2 月 10 日（木） 木炭窯跡・製鉄炉跡・竪穴住居跡の内部精査継続。セクション

図•平面函作成。8 日、 午後から雪のため作業中止。10 日、 高所作業車による 木炭窯跡の写

真撮影。

2 月 14日（月） ,..._, 2 月 18日（金） 15日、 ラジコンヘリによる空中写真撮影。14·16---.... 18 日、 雪

のため作業中止。

2 月21日（月） ~2 月25 日（金） 木炭窯跡・製鉄炉跡・堅穴住居跡の作図作業継続。25 日、 雪

により作業中止。

2 月28 日（月） 遺構の作図作業継続。現地作業終了。事業団から原町市（教育委員会） へ現

地引き渡し。

3月 1 日（火） ~3月 15 日 （火） 事業団本部にて賓料整理。

3 月 7 日（月） 原町市から福島県相双建設事務所へ現地引き渡し。

(2) 平成 17 年度（大塚遺跡 3 次調査・野馬士手）

平成 17 年

6 月30日（木） 福島県（相双建設事務所）と原町市で埋蔵文化財発掘調査委託契約の締結。

7 月27日（月） 原町市（教育委員会）と事業団で委託契約の締結。

8 月 1 日（月） ,...,_, 8 月31日（水） 調査準備。22 日,...,_, 29 日、 大塚遺跡： Al 区、 重機による表土
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第1章 調査の経緯

掘削（原町市教育委員会対応）。 31 日、 事務所設置。

9 月 1 日（木）~9 月 2日（金） 1 日、 安全教育ののち 現地調査開始。 大塚迫跡： Al 区、 周辺

整備・遺構検出作業開始

9 月5日（月）~9 月9 日（金） 大塚遺跡：遺構検出作業継続。 追構検出状況写真撮影ののち、

2号廃滓場の内部精査開始。 5日,,.._, 7日、 台風のため作業中止。

9 月 12日（月）,,.._, 9 月 16日（金） 大塚遺跡： 1 号廃滓場・ 2号平場の内部精査開始。 2号廃滓場

の内部精査継続。 15日、 雨のため作業中止。 14·16 日、 原町第 一 中学校生による職場体験 (3

名）。

9 月20日（火）~9 月22日（木） 大塚遺跡：検出面平面図作成。 1 号平場の内部精査開始。 1 号

. 2号廃滓場 の内部精査継続。 2号遺構完掘平面図作成。

9 月29日（月）~9 月 30日（金） 大塚遺跡： 1 号・2号廃滓場の内部精査継続。 野馬土手：28 日、

Bl-1 区 の草刈作業。

10月3日（火）~10 月7日（金） 全景写真撮影のための清掃。 7日、 高所作業車による大塚遺跡

Al 区・野馬土手の全景写真撮影。 大塚追跡出土 の鉄滓の整理。 4日午後、 6日午前、 雨 のた

め作業中止。

10 月11日（火）,,.._,10 月 14日（金） 野馬土手 ： Bl-1 区重機による2号トレンチ掘削、 観察のの

ち埋め戻し。 Bl-2 区手掘りによる1 号トレンチ掘削。 大塚迎跡：完掘平面図作成。

10 月 17日（月）~10 月21日（金） 野馬土手 ： Bl-2 区 1 号トレンチ調査継続。 セクション写真

撮影、 セクション図作成。 大塚追跡： 1 号倒木跡周辺の調査。 21·22 日、 A2 区アスファル

ト除去。

10月24日（月）~10 月28日（金） 大塚遺跡： A2 区遺構検出作業。 1 号廃滓場の調査および完掘

平面図作成。 野馬土手：27 日、 B2 区アスファルト除去ののち、 重機による3号トレンチ掘削。

28 日、 3号トレンチの観察 と埋め戻し。 手掘りによる4号トレンチ掘削。 野馬土手は市道の

下で南西に方向を変えて延びることが判明。

10 月 31日（月）,,.._,11 月 4日（金） 大塚遺跡：1 号廃滓場の調査および完掘平面図作成。 野馬土手：

1号. 4号トレンチ平面図作成。

11月 7日（月）~11月11日（金） 大塚遺跡：調査区西壁セクション図作成。 1 号廃滓場の調査お

よび完掘平面因・ コンター図作成。 9日、 空中写真撮影。 10日、 高所作業車による完掘写真

撮影。 11 日、 大塚逍跡北側の工事現場内で検出された木炭窯の写真撮影。 器材搬出。 事業団

から原町市 （教育委員会） へ現地引き渡し。

11 月 14日（月） 事務所撤収。 原町市から福島県相双建設事務所へ現地引き渡し。

11 月15日（火） 原町市と事業団で整理調査委託契約の締結。

11 月15日（火）～平成18年3 月20日 事業団本部において資料整理および報告書原稿作成。 3 月

20日、 報告書原稿とレイアウト見本を南相馬市（ 教育委員会 ）へ成果品として納品。
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第5節 資 料 整 理

第5節 資料整理

賓料の整理は、 現地調査終了後に財団法人いわき市教育文化事業団本部において行った。 平

成 16 年度は、年度内分の遺物の基礎整理と遺構図のトレー スを中心に行った。 平成 17 年度は、

年度内分の追物の基礎整理と遺構圏のトレー スののちに、 平成 16 年度の成果と合わせて報告

書の原稿執筆 ・ 編集作業を行った。

逍構は、 実測図を修正したのちコンピュ ーターによるトレー スを委託した。 なお、 迎構番号

は、 遺構の性格を考えて現地で付した番号から変更したものもある（第1表）。 実測図は通し

番号を付し、 台帳を作成した。

遺物は、 水洗い ・ ネ ー ミング・接合作業ののち、 報告書掲載追物を選択し、 実測・ トレ ー ス

を行った。 トレ ー スは、 石器類・金属製品・羽口は整理補助員が手作業で行い、 土師器・陶器

はコンピュ ーターによるトレー スを委託した。 鉄滓は試掘調査の資料も含めて分類・計測・集

計を行い、 データを報告書に記載した。

挿図は、 すべてコンピュ ーターによる編集を委託した。

写真は種類別・年度別にアルバムに収納し、 通し番号を付して写真台帳を作成した。

第1表 大塚遺跡遺構番号新旧対応表

平成 16 年度調査 (2 次調査）

旧遺構番号 新迫構番号

1 号窯跡 (1 カマ） 1 号木炭窯跡

2 号窯跡 (2 カマ） 1 号木炭置き場

3 号窯跡 (3 カマ） 1 号製鉄炉跡

4 号窯跡 (4 カマ） 2 号製鉄炉跡

9 号土坑 1 号製鉄炉下部西作業場

1 0 号土坑 1 号製鉄炉西フイゴ

1 1 号土坑 2 号製鉄炉下部西作業場

1 2 号土坑 9 号土坑

1 3 号土坑 1 0 号土坑

1 4 号土坑 2 号製鉄炉東フイゴ

1 5 号土坑 1 1 号土坑

平成 17 年度調査 (3 次調査）

1日遣構番号 新迫構番号

ヒ
°

ット 1 ピット 2

ヒ
゜

ット 2 ピット3

ヒ
゜

ット3 ピット4

ピット4 ヒ
°

ット5

ピット5 ヒ
°

ット 6
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第2章 遺跡の地理的・歴史的環境

第1節 地理的環境

福島県南相馬市は浜通り地方北部に位置し、 平成18年1月1日に原町市、 相馬郡鹿島町

・小高町の3市町が合併して誕生した新しい市である。 東は太平洋に面し、 行政的には北は相

馬市、 南は双葉郡浪江町、 西は相馬郡飯舘村と境を接する。 合併により面積約 398. 5km', 人口

約 72. 300 人となり、 当地方の産業及び政治面での中核都市となっている。

主要交通網は南北方向に縦走するJR常磐線と国道6号線で、 仙台方面や市内などへの通

勤 ・ 通学手段として利用されている。 さらに市街地西部には常磐自動車道の建設が進められて

おり 、 開通すれば仙台と首都圏を結ぶ高速交通網の主要な中継点としての役割が期待される。

大塚遺跡は南相馬市中央部の原町区（旧原町市）に所在する。 原町区の地形は、 西部域を南

北方向に縦走する阿武隈山地とその以東の浜通り低地とで構成されており、 阿武隈山地と浜通

り低地は岩沼 一 久之浜構造線によって地質的に明瞭に区分される。 阿武隈山地は古生代から新

生代の新第三紀中新世に至る地質を有し、 基盤層は花巌岩 ・ 変成岩類で構成される。 山地の太

平洋側は山頂がなだらかな隆起準平原を呈しており、 原町区西部付近の標高は 500 ~ 600 m前

後を測る。

浜通り低地は、 阿武隈山地から派生する標高 200 m以下の低丘陵、 および丘陵間に開析され

た沖和平野からなる。 浜通り北部の低丘陵は相双丘陵とも称され、 新生代第三紀に形成された

固結度の低い凝灰岩質砂岩で構成されている。 丘陵上には第四紀洪積世の海水準変動による海

成および河成の段丘が形成され、 原町区内では埋没段丘を含む7段丘の存在が知られている。

高位より第1段丘、 第2段丘と命名されており、 第1段丘である畦原段丘、 第4段丘である雲

雀ヶ原扇状地が発達しているが、 他は河川上流沿いに小規模に分布している。 低丘陵は太平洋

岸近くまで発達しており、 その間に新田川・水無川 ・ 太田川によって開析された沖和平野が広

がるが、 各河川がさらに丘陵を樹枝状に開析した狭溢な谷間にまで小規模な沖積平野が入り込

む。

大塚遺跡が位置する丘陵は、水無） IIによって尾根から切り離された独立丘陵の状況を呈する。

丘陵北側裾部には新田川沿いの第4段丘が広がるが、 南側からは太田川の支流によって開析さ

れた狭陰な沖和平野が奥部まで入り込み、 複雑な谷間地形を形成している。 大塚迫跡は丘陵の

斜面に営まれており、 今回の調査地点はその入り組んだ谷間の南東向きの斜面にあたる。

野馬土手は雲雀ヶ原扇状地を囲むように市内一 円に築かれている。 地区によって地形の条件

が異なるが、 今回調査を行った青葉町三丁目地点は、 大塚追跡の位置する丘陵から延びた裾部

の先端を削平 ・ 盛土して土手と内堀の高低差を設けている。 東側の萱浜地区へはほぼ平坦な第

4段丘上を東西方向に直線的に延びるが、 南西側の牛来地区へは丘陵の裾をめぐるように、 地

形に沿った形態をとる。

，

 









第2章 迫跡の地理的・歴史的環境

墳群 (20) 、 江井の西谷地古墳群 (57) 、 鶴谷の五治郎古墳群 (58) などがある。

古墳時代後期になると、 横穴が多数築かれるようになる。 新田川や太田川河川流域の沖租平

野を望む丘陵に多く分布しており、 古墳の分布の在り方とほぼ一致している。 新田川流域の横

穴の初調査例となった北山横穴墓群 (14) では 8 基の横穴が確認されており、さらに 3 支群に

分けられる。 出土遺物から7世紀代の築造と考えられる。 また、 雲雀ヶ原扇状地を望む丘陵上

にも横穴が築造されており、中太田に所在する国指定史跡の羽山横穴 (41) は玄室奥壁に人物・

動物などの壁画が描かれている。

古墳時代の集落は、 嵩見町 A遺跡 (31) で前期塩竃式期、前屋敷遺跡 (27) で中期南小泉式期

から後期引田式期、地蔵堂 B 遺跡 (21) では住社式期の竪穴住居跡が調査されているが、 全体

の様相はまだ不明な点が多い。

奈良• 平安時代には、 行方郡家 である泉廃寺跡 (22) が新田川下流域北側の丘陵裾部に造営

される。 瓦が出土することから古代寺院と考えられていたが、 これまでの調査では寺家前地区

には郡庁院、 正倉院が東西に隣接して造営され、正倉院の北西にあたる町池地区には館院が位

置することが判明し、行方郡家 跡であることが確実となった。 郡家 の存続期間は 7 世紀後半に

造営が開始され、 以後 2 回の大きな変遷を経て 10 世紀代に廃絶すると考えられている。 泉廃

寺跡より南西に約1 kmに位置する泉の広畑追跡 (19) では掘立柱建物群とともに多量の墨書土

器が出土しており、中には「厨」「寺」など の文字が確認されたことから、行方郡家の範囲を考え

る上で重要な資料となっている。 また、瓦が出土する上北漏平の植松廃寺跡 (10) は行方郡関

連の追跡と考えられている。

生産遺跡では、 泉廃寺への瓦の供給窯として雫の京塚沢瓦窯跡 (50) 、植松廃寺への瓦の供

給窯として上北高平の入道迫瓦窯跡 (4) が知られている。 入道迫瓦窯跡の調査では、出土した

須恵器から 9 世紀段階の年代が与えられている。 この他、馬場の滝ノ原窯跡 (38) で平安時代

の須恵器窯跡が調査されている。

また、 この時期の生産遺跡として、 金沢地区の金沢製鉄跡群 (1) をはじめ、 市内各地に大規

模な製鉄関連迎跡が造営されていることは特筆されよう。 金沢地区では火力発電所建設にとも

なう大規模な発掘調査が行われ、大船迫 ・長瀞・鳥打沢・鳥井沢などで製鉄炉 ・木炭窯跡 ・鍛

冶迎構・竪穴住居跡等が数多く検出された。 金沢地区の西側に位置する割田地区（市内鹿島区）

でも大規模な製鉄関連道跡の調査が行われており、 さらに金沢地区と割田地区の間の追合B遺

跡 (3) ・追合C 遺跡 (2) でも製鉄炉や木炭窯跡が確認されるなど、丘陵全体に製鉄跡が分布し

ている。 製鉄関連迫跡は、山間部や丘陵上だけでなく平野部に近い低丘陵の蛭沢遺跡群 (47)

などが調査されており、標高 10 m以下の低丘陵に位置する田堤追跡 (51) でも製鉄関連と考え

られる迫構が検出されている。 また、製鉄関連遺跡は行方郡だけではなく北の宇多郡にあたる

相馬市や相馬郡新地町までも広がっている。 このことは当時の中央政権の対蝦夷政策と深く関

わっていたと考えられ、大塚遮跡もその一端を担っていたものであろう。 近年の大規模開発に

伴う発掘調査によって、 7 世紀後半から 9 世紀に かけての製鉄炉の変遷や製鉄技術の発達、さ

らには木炭の材料となる樹木の伐採による環境問題など、 鉄生産に関する多大な成果が報告さ
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第2節 歴史的哀境

れている。

奈良• 平安時代の集落については、 新田川や太田川の河岸段丘の平坦面や平野部の微高地な

ど、これまで遺跡が少なかった地点でも集落や遺物の分布が確認されるようになってきた。米々

沢の竹花 A 迫跡 (55)、 上北高平の高松 B 遺跡 (5) 、 上太田の町川原遺跡 (60) では該期の竪穴

住居跡が検出されており、 押釜の内畑遺跡 (36)· 前田追跡 (37)、 上太田の坂下追跡 (62)· 堰

場迫跡 (63) 周辺にも集落が存在する可能性が高い。

中世の遺構では、舘跡が挙げられる。北泉の泉舘跡 (23) は相馬氏一族の泉氏の館跡と言われ、

中世山城の典型的な形態をとどめている。 他にも、 牛越城跡 (35)、 明神館跡 (49)、 別所の館

跡（現、 相馬太田神社）(45) などが比較的良好な中世山城の形態を残している。 中世末、 相馬

一族の岡田氏の居城とされる泉平舘跡 (18) は、 主郭から南側の発掘調査が行われ、 小規模な

畝堀を伴う堀跡と出入り口が検出されている。 太田川北岸の自然堤防上に位置する米々沢の谷

地畑遺跡 (54) は、祥符元賣などの北宋銭が出土しており、中世の村落遣跡である可能性が高い。

近世の遺構として、 初頭期の 1597 年（慶長二）から 1603 年（同八）に相馬氏の居城として

再整備されて使用された牛越城跡 (35) や、 中期初頭の 1666 年（寛文六）以降に築かれた野馬

土手 (67) および出入り口となる木戸跡がある。 野馬土手は、 野馬追に欠かせない野生馬の保

護に力を尽くしてきた結果、 増殖した馬が畑の作物を荒らしたり放散したりしないように雲

雀ヶ原扇状地を囲むように、 東西約 10 km、 南北約 2. 6 kmに築かれたものである。 大部分は土

塁であるが 、 石垣としていたところもある。 現在ではほとんど消滅してしまっているが、 桜井

地区や牛来地区では発掘調査によって土手の規模と内堀の状況が確認されている。 今回調査さ

れた青葉町地区も総長約 90mが遺存しているが、 その一部が県道工事によって消滅するため、

調査対象となったものである。 木戸跡は、 多いときで 30 数力所が設けられていたと言われて

いるが、現在その姿をとどめているものは市指定史跡の羽山岳の木戸跡 (43) 一ヶ所だけとなっ

ている。

近世後半から近代にかけては、 奥州中村藩営の大規模なたたらとして馬場鉄山などの生産

遺跡と、 地蔵堂 B 遺跡 (21) ・法幡寺跡 (16) ・正福寺跡などで近世墓域の調査が行われている。

14 



第3章 大 塚 遺 跡

第1節 遺跡の概要

大塚迫跡は南相馬市原町区青葉町三丁目地内に所在する。 JR常磐線原ノ町駅から南東約1

kmの地点に 位置 し、 周辺は原町市街地の一 画として開発が進む地域である。 県道小浜字町線

の整備工事に ともなう現地踏査で新しく発見された遺跡 で 、 北原字大塚から青葉町三丁目周辺

で 鉄滓の散布が確認されたため、 青葉町三丁目の丘陵周辺 約 80,000 rrfが平安時代の製鉄関連

迫跡 である「大塚追跡」として登録された。

大塚遺跡 が位饂する丘陵は、 阿武隈山地から枝分かれして延びる低地丘陵の先端にあたり、

丘陵の南側からは太田川の支流によって開析された狭溢な沖積平野が奥部 まで 入り込む複雑な

谷間地形を形成している。 大塚遺跡は丘陵の斜面に営まれており、 今回の調査地点はその入り

組んだ谷間の南東向きの斜面にあたる。

平成 16 年 5 月~6 月に 、 原町市教育委員会で県道工事の路線内 3, 711 rrfを対象にトレンチ

による試掘調査 (1 次調査、 第2図） を行った結果、 1~3 号トレンチの位置する南斜面を発

掘調査することとなった（原町市教育委員会 2005) 。

平成16 年度 (2 次調査）は山林となっているグリッドAl~F8 を、 平成 17 年度 (3 次調

査） は宅地跡 地であるグリッドF 5 ~K 10 の調査を行った（第3 · 5図）。 調査の結果、 製

鉄炉跡2基、 廃滓場 1 基、 木炭窯跡 1 基、 木炭置き場 1 ヶ所、 竪穴住居跡 1 軒、 平場2ヶ所、

土坑 11 基、 溝跡3条、 ピット6個、 倒木跡3基を検出した。 追物は廃滓場 出土の鉄滓が大部

分を占めるが、 土師器・羽ロ ・金属製品もわずかながら出土している。 また、 アメリカ式石鏃

や近代以降の陶磁器も出土している（第6表）。 なお、 坦構番号については、 遺構の性格を考

えて現地で付した番号から変更したものについては第 1 表に 一 覧を示した。

調査地点の西隣にある原町学園の裏の斜面には焼成面が多数露出しており、 県道工事中に 丘

陵の北斜面で も木炭窯跡 が確認されるなど（第2図）、 製鉄関連遺構は丘陵全体に分布してい

ると考えられる。

第2節 調査の方法

平成 16 年度の調査範囲523面については、 試掘調査の結果、 山林の表土約 10 cmを除去する

と遺構検出面となり、 表土中には迫物 があまり含まれていないことから、 重機によって 表土を

除去した。 表土剥ぎが終了したのち、手掘りで 遺構の検出作業を行った。 当初は木炭窯跡l基、

木炭置き場1ヶ所、 竪穴住居跡1軒、 土坑・溝跡 などを検出したが、 東側に 遺構が続く可能性

が出てきたために グリッドD7、 E 7·8を拡張して 、 さらに 製鉄炉跡2基を検出した。 また、

調査区の南側は斜面を削平して 私道としており、 調査区と私道との比高差が lm 以上あるため

約 lm幅の安全帯を残していたが、 木炭窯跡 と製鉄炉にあたる部分のみ表土を除去して 調査を
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第2節 調査の方法

Al 区は盛土や宅地による撹乱を除去した段階を追構検出面とした。

A2 区は電柱の移設や私道の迂回路の設置が終了した後にアスファルトを除去し、 追構の検

出作業を行った。 傾斜地を地山まで削平して道路を造成しているが、 G7 · 8 グリッドで 1 号

廃滓場の一部を検出することができた。

廃滓場は当初は2ヶ所と考えられたが、2号廃滓場とした部分は二次堆積である事が判明し、

Al·A2 区全体で最終的に廃滓場 1 ヶ所、 平場2 ヶ所、 倒木跡 3 基、 ピット 5 個を検出した。

遣物は、 平成 16 年度・平成 17 年度とも、 表土から出土したもので出土地点が明確なものは

グリッドで、 出土地点が不明なものは表土一括で取り上げた。 遺構内から出土した迫物は、 出

土状況を銀察して層序ごとに取り上げ、 必要に応じて出土地点を計測した。

なお、 平成 16 年度•平成 17 年度とも、 表土掘削は調査前の条件整備として原町市教育委員

会文化財課職員が対応した。

第3節 遺構と遺物

(1) 製鉄炉跡

今回の調査では2 基が検出された（第 9~ 11 図）。

1 号製鉄炉跡 本跡は、 D8 、 E7 · 8 グリッドで検出された。 2 号製鉄炉跡と同一傾斜

面上に構築されている。 標高は 30.3 ~ 31. 0 mの斜面に立地する。 排滓の一部が第 2 号製鉄炉

跡の確認面より見つかっている。 斜面北西に踏みフィゴ（西側部分のみ）の一部、 その下方に

作業場（西側部分）の一部が確認された。 東側の踏みフイゴは林道(3号溝跡）により湮滅し

たものとみられる。

炉は、 焼土および木炭による黒色土のプラン確認により検出された。 検出面には操業廃棄後

に堆積する炉壁や炉底はみられなかった。 このことから本跡は炉本体ではなく、 炉を構築する

までに窯内部を乾燥させるための土坑で、 いわゆる基礎構造であることがわかる。 そのため、

底面全体に木炭が分布している。 平面形態は隅丸長方形を呈し、 基底面の長軸 1. 50 m、 同短

軸 0.50 m、 上幅で推定 0.70 m、 検出面からの深さ 0.44 m 、 基底面は平坦、 掘り方の横断面

は外へ向かって直線的に外傾するタイプ。 主軸はN 6
°

Wを示す。 基底面の長軸では中央部が

やや下がる形態となる。 掘り方内部は、 周壁の被熱（酸化状態）は顕著であるが基底には被熱

は認められない。

排水溝は、 基礎構造の南端部より発し、 南東へ延びる。 約 0.45 m直線で走ったところで林

道 (3 号溝跡）により掘り込まれ、 全容は不明である。 軸線は N 17. 5
°

Wで主軸とやや差が

生じる。 深さは最大で 14cm である。 窯内部の乾燥を目的に排水として機能させていたものと

考えられる。

踏みフィゴの掘り方は、 基礎構造北端より北西へ 1. 03 mに掘り込まれている。 検出段階で

は地山との色調にさほど変化がなかったたため、 炉との関連付けが困難であった。 遺存する法

祉は長軸 0.69 m、 短軸 0.48 m、 深さ 10cm、 底面は船底状を呈する。 壁は底面から緩やかに

内彎気味に外傾する。 疫土は灰黄褐色の砂質粘性土、 木炭・焼土粒を微量混入する。 本跡の東
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もある。

本跡の時期は、 特定しうる遺物が出土していないため不明であるが、 本跡の排滓等が下方の

2号製鉄炉跡を被覆していることから、 同炉跡よりも新しいことが想定される。

2号製鉄炉跡 本跡は、 E · F-7 · 8 グリッドに位置する。 1 号製鉄炉跡と同一傾斜面

上に構築されている。 標高は 29. 9,...., 30. 5 mの斜面に立地する。 炉本体の他、 フィゴ・作業場

が確認された。 東側のフイゴの全体形および下部作業空間は3号溝跡の道跡により掘り込まれ

ているため不明である。 南端部は電柱支線により末調査である。

炉は、 前述した1号製鉄炉跡の排滓．炉壁・焼土および木炭等を除去したのち確認された。

これらの堆積土と西側へ広がる明褐色砂質粘性土の範囲に対し、 東西・南北に土庖観察用ベル

トを設定した。 この段階では西側に下部作業場の存在は確認できなかった。 1 号製鉄炉跡の排

滓等を除去した段階では、操業廃棄後に堆積する炉壁や炉底はみられなかった。 このことから、

本跡もまた炉本体ではなく、 炉を構築するまでに窯内部を乾燥させるために掘り込まれた基礎

構造で、 底面全体には木炭屈が厚く堆積している。 木炭の厚さは 5 "' 27cm を測り、 壁側ほど

厚みが増す。 本木炭層の 10 層には、 著しく硬化した還元・酸化状態の塊が混在する。

平面形態は隅丸長方形を呈し、推定長軸 2. 90m (上幅）、短軸0. 98 m (上幅）、底面で長軸 1. 85

m、 短軸 0. 62 m、 深さ 0. 40 "' 0. 70 m 、 基底はほぼ平坦であるが、 下方へ僅かな傾斜をみる。

北壁の立ち上がりは基底面より外へ向かって直線的に外傾する。 短軸壁は、 基底から内彎気味

に立ち上がりながら外傾する。主軸はN7
°

Wを示す。基底の長軸は中央部でほぼ水平である。

掘り方内部は、 周壁の被熱（酸化状態） は顕著に認められる一方、 基底から 5 "' 26cm の高さ

に酸化状態はいっさい認められない。

排水溝は、 調査区域外により不明である。

踏みフイゴの掘り方は 、 本体の北西と北東に検出された。 西側フイゴは、 長軸 1. 13 m 、 短

軸 0. 57 m、 深さ 19cm を測り、 上幅 0. 55 m、 深さ 10cm の送風溝が南東隅から南へ延びる。

断面形態は船底状を呈する。 これより 0. 59 m 離れて東側フイゴがある。 長軸 0.91 m、 深さ

18cm、 南西隅から上幅 27cm、 深さ 10cm の送風溝が南へ延びる。 壁は緩い勾配で外傾する。 底

面レベルは東側フィゴが6 cm ほど低い。 軸木を据えたとされる箱状の軸受けの掘り込みはこ

こでも確認されなかった。 掘削・削平の顕著さが窺える。

作業場は、 検出段階ではやはり地山との色調にさほど変化がなかった。 遺存する西側で東西

2. 73 m、 南北 3.15m、 深さ 25 ,..._, 40cm、 底面はほぼ平坦。 壁は底面から緩やかに外傾する。

覆土は灰黄褐色の砂質粘性土、 内面黒色処理した土師器杯細片・木炭・焼土粒・鉄滓を小量混

入する。底面付近より流紋岩製の無茎石鏃 1 点が出士している（第 24 図 9) 。東側においては、

炉跡東側もやはり下部作業空間と して位置付けられていたとみられ平坦となっている。 これよ

り以東は3号溝跡により削平されており全容は不明である。

廃滓場は平成 17 年度調査区で検出されている。

下部東作業場の覆土から時期不明の土師器片が1点出土している（図版 12 -4)。

本跡の時期は 、 特定しうる遺物が出土していないため不明であるが、 廃滓場出土のロクロ土
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鉄滓の種類別に見ると、 大型流出滓は7 · 8区で多い。 これは、 排滓が丘陵斜面の若干平坦

になる1 · 2 · 7 · 8区周辺に多くとどまったのではないだろうか。 また、 その後に冷却によ

り割れを生じて流出滓が小型になった場合、 元々の排滓の最が多かったため7 · 8区の小型流

出滓も多く生じたと考えられる。 炉内滓は出土最では7区に多いが、 小区内での組成率を見る

と、 4区で流出滓の量に対して炉内滓の出土址の割合が大きい。 これは、 炉本体を壊した時の

廃棄方法に関係すると考えられる。 なお、 炉底滓については、 分類の際に注意を払ったが明確

に炉底滓と判断できる資料を確認することができなかった。 鉄滓の表面観察については、 第4

節で記述する。

遺物は、鉄滓 ・ 炉壁 ・ 羽口の他には土師器が22点、石鏃が3点出土している。 土師器は杯（図

版12 - 5·6)と甕（図版12 -7·8)があるがいずれも小片で、 図化し得なかった。 杯では、

6は非ロクロ ・ 内面黒色処理の口縁部資料で、 栗囲式期か国分寺下層式期に比定される。 5は

赤焼きの体部片。 甕は胴部小片のみである。 他にロクロ成形・内面黒色処理の杯体部片がある。

5が9世紀後半に比定されることから、 廃滓場の形成は少なくとも9世紀半ば以降まで継続

していたと考えられる。

(3) 木炭窯跡

今回の調査では， 1基の木炭窯跡が検出されている（第14~ 16図）。

1号木炭窯跡 C~E-2、 C · D-3グリッドより検出された。 他遺構との重複関係は

ないが、 東に2 · 3号土坑、 西に1号木炭置き場が近接する。 遺構が立地する地形は、 北西か

ら南東に張り出した尾根の南向きの緩斜面である。 標高は32 .0 ~ 34. 5 mにあり、 丘陵斜面を

等高線に直交してトンネル状に掘り込んだ地下式登窯である。 調査前の段階では、 地表面が周

辺に比して緩やかに窪んでいたことから、 焼成室天井が陥没していることが窺えた。 本跡の下

方に椿の木を現状保存するため未調査区域となっている部分がある。 南端部は電柱設闘工事に

より撹乱を受けている。

検出段階で、 焼成室から作業場にかけてのプランが確認された。 幅4.0m前後、 長さ10.0

m程度の不整長方形を呈する長軸に1 箇所、 短軸に2箇所の土層観察用のベルトを設定した。

迪構内堆籾土は34屈に分層される（第14図A-B)。 このうち、 1 · 2恩は自然流入土、

28屈以下が操業に関わる堆積土と考えられる。 上唇の1 · 2居は斜面下方へ向かって流入し

たものと推定される。

焼成室内に堆稜した3~26層は天井の崩落に伴う堆積土と考えられる。 その主体は一度に

崩落したとみられる23 層で、 急激に陥没したものと推察される。 第14図C-Dは、 それを示

す良好な堆積図である。 最初に天井が崩落してトンネルの中位まで埋まり、 その後に酸化 ・ 還

元状態の側壁が両サイドから倒壊し、 その後自然堆積層が流入している。 天井崩落土は地山

の酸化塊と非酸化塊で占められるが、 崩落土は地山の凝灰岩を主としており、 おそらく天井

から側壁上府部のものであろう。 12 層に鉄製品、 27層に鉄滓 ・ 羽口が混入する。 28屈以下は

本跡の操業に伴うとみられ、 多最の木炭片・粒を主体とする黒褐色士を呈する。 焼成室内では
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平均とする。 30 屈は、 B 面操業開始にあたって A面奥壁を拡張するために掘削した際、 その

廃土掻き出しで残ったいわゆる構築廃土の一部と考えられる。 被熱の痕跡が認められないのは

そのためであらう。 31 層は焚口中央から外に向かつて厚みを増す。 木炭掻き出しによるも(/)

と考えられる。

底面まで掘り下げた段階での窯構造は、 焼成室・作業場に加えて焚ロ ・ 煙突 ・ 排水溝で構成

される。 焼成室奥壁より作業場までの長さは 6.0mである。

焼成室は掘り方底面で上下 2段となる。 長軸は、 B面で 3. 77 m 、 A面で 3.25 mである。 掘

り方底面からの高さは、 奥壁および焼成室中央でl. 50 mを測る。 平面形態は、 羽子板状を呈

する。 側壁では、 西側はやや直線的に外傾し、 東側では内彎しながら立ち上がる。 A面および

壁面には酸化・還元状態が広く認められる。 A面には還元状態（黒色）をみる。 還元状態によ

る地山凝灰岩の黒変は奥壁に近いほど厚く、 2~ 5cm を測る。 焚口寄りの1. 0 m内には認めら

れない。 焚口奥から僅かに内彎しながら直線的に奥壁へ延びる。 A面奥壁は、 西隅から緩い弧

状を形成する。 B面は、 A面との接点位置から直線的に奥壁へ延びる。 西側壁で0. 75 m、 東

側壁で 0.90 mの距離にある。 コ ーナ ーはA面と異なり、 ほぼ直角に屈曲する。 奥壁下ライン

も西側では直線、 東側では彎曲する。 奥壁は底面から 99
°

の角度で直線的に外傾する。 奥壁

下より 0.85m上位に僅かに屈曲位置を認めることから、 この位置より天井が構築されていた

と考えられるが、 天井の形態を推察するまでの根拠は見つからない。 奥壁の中央中段に横穴状

の掘り込みが基底面から 0.36cm 上位に穿築されている。 底面および側壁には掘削時のエ具痕

をみる。 奥行き 0.19 ~ 0. 35 m 、 天井は崩落しているため確実ではない。 面さは 30cm 以上は

有していたものと想定される。 被熱の痕跡が認められないことから、 操業終了後に穿築された

ものと考えられる。 底面は、 西側壁隅から東側壁隅間で比高差 6cm を有し、 長軸線の中央に

おいてやや船底状にくぼむ。 底面奥の幅は、 B面で 2.67 m 、 A面で 2.65mで操業初期段階と

最終段階時でもほぼ変わらない。 A · B面の差は、 中央ほど差があって 15cm、 左右の壁に近

づくにつれて 10cm、 4cm と浅くなる。 東側壁寄りでは段差が消滅する。 奥壁と最終操業時にお

ける傾斜角度は 105
゜

を測る。

焼成室外側の東西に平場が構築されている。 西側では長さは 4.15m 、 奥行き 0.55 ~ 1. 85

mを測る。 東側では煙突周辺に形成される。 奥行き 0.86m、 長さ1. 58 mを測る。 が、 いずれ

も、 焼成室外側の東西に「ハ」の字に広がることから、 本跡崩落後、 埋没過程で自然に形成さ

れた可能性が高い。

焚口は、 長軸 0. 68 ~ 0. 73 m、 上幅短軸 0.64 ~ 0. 75 m 、 下幅 0.55 ~ 0. 63 m、 底面からの

高さ 0.36 ~ 0. 46 m 、 基底面の平面形態は長方形を呈する。 壁はほぼ並行に直線となる。 側壁

はほぼ直立するが、 底面からの屈曲でみると内彎気味である。 焚口の側壁はほぼ全面に酸化状

態、 同底面には側壁寄りに還元状態が残る。 底面より側壁の 35 ~ 47cm 上位には小さな平場が

ある。 長さは西側で 42cm、 東側で 17cm、 奥行きは西で 15cm、 東で 13cm を測る。 東側平場底

面で鉄滓が出土している。 小平場はともに焚口側へ傾斜する。 やはり、 崩落過程で発生したも

のと考えられる。
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排水溝は、 焚口端部を起点として検出長 5.5 m、 焚口端部から1. 10 mより東へ緩やかに屈

曲する。 上幅で1. b:3 m、中段でU. 132 ~ 0. 80 m、下幅C 0. 37 ~ 0. 44 m を測る。表士からは1. 35

mに位腔する。 9 庖中には堵しく酸化して赤化した焼土プロックや被熱した人頭大())礫が多葦

混入する。 位置的には焚口から 0. 40 ~ 1. 70 m 間に集中する。 原形を留めるプロックから大き

さが判断しうる。 長さ 30cm、幅 15cm、 厚さ 11cm の角が取れたレンガ状を呈する。 粘土を焼い

たもので、 窯詰め後はこれらを租み上げて焚口を閉塞したものと推察される。 礫の用途は不明

である。 溝の機能としては、 窯内部の水分除去を目的に当初から掘削されていたものと考えら

れる。検出された南端部以南は電柱による撹乱と6号土坑により掘り込まれており不明である。

煙突は、焼成室東側壁にあって、奥壁東コ ーナーよりl. 68 m、焚口より 2.12 mに位置する。

トンネル状に穿築された1基が検出された。 ほかに天井等に穿築されていたかどうかは不明で

ある。 基底面より検出面までの高さは、 奥壁で1. 35 m、 焼成室側で1. 45 m、 煙道側壁ではや

や中央が膨らむ。基底面の長さは 0. 84m、幅 0. 28~0. 35 mを測る。 煙突上面の形態は長軸 0.35

m、 短軸0. 28 mの卵形を呈する。 基底から煙突上面までは直立ではなくやや南へ傾く。 奥壁 ・

基底面ともにノミ痕が明瞭に残る。 底面 ・ 側壁ともに還元状態で黒変している。 煙突上面は外

側に還元面、 内側に酸化面をみる。 煙突内はほぼ完全に埋没していたが、 その上部から基底面

まで被熱のある径10~ 25cm の段丘礫や凝灰岩塊が詰まった状態で確認された。 人為的に詰め

込まれたと考えられるがその時期については特定し得ない。

作業場は、 焚口の南で東西にほぼ対象に構築されている。 東西ともに2段の平場を有する

が東側では緩やかな傾斜となっている。 西側上段の平場は長軸1. 00 ~ 1. 46 m、 短軸 0.61 m、

高低差 15cm、 下段の平場は長軸1. 00 ~ 2. 45 m 、 短軸 0. 90 m、 高低差 30cm を測る。 どちら

も排水溝側へ緩やかに傾斜する。 作業場内には木炭片が底面まで散在していた。 東側における

上下の段差は明確でなく、全体に南西へ傾斜したかたちとなる。 堆租土は概ね黒褐色土である。

木炭層中に底部回転糸切り離し後再調整を施した土師器杯（第 24 図2)が混入する。 西側に

近接する1号木炭慨き場方向からの流れ込みと考えられる。

構築廃土の一部が西側作業場の西から南に近接して確認された。 地山の黄褐色軟質凝灰岩を

ベースに褐色土や木炭粒が混入する。 長軸 3. 50 m、 短軸1. 50 mの不整形を呈する。 おおかた

の排土は南方へ流出し、 その残土と考えられる。

時期を特定しうる追物はなかったが、 作業場や木炭層から出土する土師器がロクロ土師器で

あることから、 概ね9世紀代には崩落していたとみられる。 前述したように、 土恩の堆積状況

から、 A面操業後にその奥壁を拡張してB面を構築しているのが窺える。 したがって、 最低2

回以上の操業回数が想定される。

(4)木炭置き場

今回の調査では 1 基が検出されている（第 17 図）。

1号木炭置き場 本跡は、 C · D-1 · 2 グリッドに位置し、 1 号木炭窯跡の西側に確認

された。 標高は 32. 0�33. 7 m、 長軸 6. 20 m、 短軸 2.90 m、 基底面はほぼ平坦で地形の傾斜
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(5) 竪穴住居跡

今回の調査では1軒が検山された（第 18• 19 固）。

1号竪穴仕居跡 本跡は、 D · E-5 · 6 グリッドに位四ずる。 他の遺構 との重複は認め

られない。 標商 31.6 ~ 32. 5 m、 緩やかに傾斜する南東斜面にほぼ直交して構築されている。

検出段階ではカマドの東側のみが確認できていたが西側については木炭粒が散在 する程度で

あった。

東西 4.32 m、 南北推定 3.85 m、 平面形態は東西がやや長い方形を呈する。 検出面からの深

さは、 最大で 36cm。 主軸方向は、 N 14
°

Wを示す。 南壁は南西隅に僅かに残るのみ。

周溝は、 認められなかった。

カマドは、 北壁中央からやや東寄りに構築されている。 袖は盛り土によるものである。 袖

の高さは 17 ~ 22cm、 幅 15 ~ 20cm、 内面は彎曲する。 西袖上面に土師器甕が混入していたが、

袖の芯材とは考えにくい。 北壁から 52cm の位置までは燃焼室内となる。 幅は 30cmを測る。 内

部奥には花岡岩 製の支脚が斜位に出土した。 長さ 17.7cm、 幅 8.2cm、 厚さ 5. 1cm、 重量 770 g 

を測り、 全面が赤化している。

煙道は、 北壁外側へ 56cm 延びて煙出しが付属する。 北壁に直交させた軸より9
゜

東偏し、

さらに煙出しの芯が東へ 15cm ずれる。 煙出しは径 25cm の円形 である。 煙道の幅は 18cm、 深

さ 11cmを測る。 煙出し底面には土師器甕1個体分が出土している。 口縁から底部まであり、

非ロクロによるものである（第24 図5)。

主柱穴は、 4個 (P1~4) 確認 された。 各柱間の距離は、 Pl-2が 2.15 m 、 Pl-

3が 2.15 m、 P2-4が 1.90 m、 P3-4 が 2.15 mである。 深さはp 1 が 14.0cm、 P2 が

31. 0cm、 P3が 25.0cm、 P4が 47.2cmを視1jる。 柱穴の平面はほぼ正円形をなす。 p 1は地山

の凝灰岩を穿築しているため壁が直立的とならずに外傾するが、 ほかの3個はほぼ直立する。

貼床は、 床面のほぼ全域に認められ、 セクション図A-BとC-Dから厚さが約 3~ 5cm 

程度であったことがわかる。

遺物は、 検出面の段階からカマドや住居の中央付近の 1 · 2層に散在的に認められた。 非ロ

クロの土師器片である（第 24 図4)。 本跡に伴う土器としては、 煙出し出土の土師器が相当し

よう。 非ロクロの甕で、 口縁部が横ナデされている。

本跡は、 西に木炭窯跡、 東に製鉄炉跡が近接する位置にある。 そうした作業場における従事

者の居住に使用された可能性もあるが、 追物の年代を考慮すると、 性格については検討を要す

る。

(6) 平 場

I 6 · 7 、 J 7 グリッドで平坦面が2 箇所検出された（第20 図）。 作業場的な遺構を想定

したが、 調査範囲の西壁の土層（第8図）を観察すると直上に近・現代 の盛土層が堆和する。

しかし、 平坦面の形成時期や性格は断定できないため、 ここでは「平場」として記述する。

1号平場 J 7グリッドに位置する。 東・南側は削平され、 西側は調査範囲外まで延びる
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蓋などがある。 このなかに、 「懸社太田神社」銘と「走り駒」が押印された小杯がある（第24

図8)。 ガラス製品には薬用瓶が少なくない。 これらの年代は概ね昭和時代以降に比定され、

廃棄されたものと考えられる。

2 号土坑 D3グリッドより検出された。 西に 1号木炭窯跡、 北東上方に3号土坑が近接

する。 南東に張り出した尾根の南斜面に位置し、標高32.6mを測る。 長軸1.03 m、短軸0.45

m、 深さ12cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は不整楕円形、 底面はほぼ平坦だが

地形に沿って南へ傾いている。 断面は船底状を呈する。

遺物はなく、 性格・時期ともに判断しえない。

3号土坑 D4グリッドより検出された。 西に1号木炭窯跡、 南西下方に2号土坑が近接

する。 南東に張り出した尾根の南斜面に位置し、標高33.4 mを測る。 長軸0.85m、短軸0.80

m、 深さ18cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は不整方形、 底面はほぼ平坦である。

横断面は外へ大きく開く形態となる。

追物はなく、 性格・時期ともに判断しえない。

4号土坑 D·E 3グリッドより検出された。 西に 1号木炭窯跡、 直ぐ北上方に 2号土坑、

直ぐ南下方に5号土坑が近接する。 南東に張り出した尾根の南斜面に位置し、 標高32.6 mを

測る。 長軸0.98 m、 短軸0.48m、 深さ10cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は楕

円形が想定される。 底面はほぼ平坦であるが、 地形に沿って傾斜する。 南壁が開口していたか

どうかは不明である。 横断面は外へ大きく開く形態となる。

遺物はなく、 性格・時期ともに特定しえないが、 5号土坑との連続性が考えられよう。

5号土坑 E3グリッドより検出された。 西に1号木炭窯跡、 北東上方に4号土坑、 南

西下方に6号土坑が近接する。 南東に張り出した尾根の南斜面に位置し、 標高32.4 m を測る。

長軸1.50 m、短軸0.50 m、 深さ6 cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は長楕円形、

底面はほぼ平坦であるが南西方向へ急激に傾く。 横断面はかまぼこ状を呈する。 南端部は安全

帯により未調査である。

遺物はなく、 性格· 時期ともに特定しえないが、 4号土坑との連続性が指摘されようU

6号土坑 E2グリッドより検出された。 上方に 1号木炭窯跡、東にピット 1 が近接する。

南東に張り出した尾根の南斜面に位置し、 標高32.0 mを測る。 長軸1.19m、 短軸0.82m、

深さ65cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は長楕円形が想定されるが、 未調査によ

り不明である。 表土直下が検出面であることから、 削平を受けたとみられる。 上面は北東から

南西へ強く傾斜している。 平坦な底面も、 地形に沿って傾斜する。 横断面は外へ大きく開く形

態となる。 覆土は暗褐色を呈し、 1層には炭化物や焼土粒のほか羽口が混入する。

時期を特定できる追物がなぐ性格も判断しえない。 規模と覆土の状況から、 4 · 5号土坑と

の関連性はないものと考えられる。

7号土坑 E6グリッドより検出された。 西に 1号竪穴住居跡、 南東脇に 8号土坑が近接

する。 南東に張り出した尾根の東斜面に位置し、標高31.6 mを測る。 長軸0. 75 m、短軸 o. 74 

m、 深さ7cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は不整円形を呈し、 北西側で膨らむ形
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態をなす。 底面はレンズ状を呈し、 南東方向へ傾く。

追物はなく、 性格・時期ともに判断しえないが、 覆土が酷似する隣接の8号土坑との朋連が

指摘されよう。

8号土坑 E6グリッドより検出された。 西隣に 7号土坑 、 約 3.5 mほど東に離れて 2号

製鉄炉跡の作業場がある。 南東に張り出した尾根の東斜面に位置し、 標高 31. 3 mを測る。 長

軸 0. 89 m、 短軸 0.69 m、 深さ 4~9cm、 地山の灰黄褐色土を掘り込む。 平面形態は卵形を呈

する。 底面はほぼ平坦であるが地形に沿って東へ傾斜している。 覆土はにぶい横褐色を呈し、

地山の黄褐色シルトブロックを混入する。

遣物はなく性格・時期ともに判断しえないが、 覆土が7号土坑と酷似することから、 関連が

指摘されよう。

9号土坑 F7 · 8 グリッドより検出された。 北の2号製鉄炉跡下部作業場と重複する。

南東に張り出した尾根の南斜面に位置し、標高 29.9 mを測る。 東西 1. 05 rn以上、南北 1. 39 m、

深さ 20cm、 地山の褐色粘性土を掘り込む。 平面形態は不整円形が想定される。 底面はレンズ

状を呈し、 南東方向へ傾く。 底面にヒ
°

ットが 1 個検出された。 径 30cm の円形、 深さ7 cm。 壁

は緩やかな立ち上がりを見せる。 覆土は黒色を呈し、 全体に薄く砂利を含む。 上方に鉄滓を混

入する。 東側は電柱支線により未調査である。

追物は鉄滓のみであるため、 性格・時期ともに判断しえない。

10号土坑 D3グリッドより検出され、 1号木炭窯跡煙突の南に位臨する。 底面も平坦

であったことや羽ロ ・ 鉄滓・木炭片が混在したため道構として取り扱った。 同ーレベルが西側

でも同様に認められ、 木炭窯跡廃絶後崩落していく中で形成された緩斜面に上方より流れ込ん

だか、 あるいは廃棄された可能性が高い。

11号土坑 E3グリッドより検出された。 北の 4 ·5号土坑に近接する。 南東に張り

出した尾根の南斜面に位置し、 標高 32. 3 mを測る。 検出長で 1. 50 ID、 短軸 0. 29 rn、 深さ

20cm、 地山の灰横褐色粘性土を掘り込む。 平面形態は円形が想定される。 底面はやや凹凸をみ

るが概ね平坦で、 南へ向かって緩やかな傾斜をみる＾ 競は内鸞しながら外傾する。 毅十は黒褐

色を呈し、 地山の凝灰岩片や木炭粒を混入する。 南側は安全帯により未調査である。

迫物は全くなく 、 性格・時期ともに判断しえない。

(8)溝 跡

今回の調査では、 3 条を確認した（第5 · 6 ·22 図）。

1号溝跡 A2 ·3, B2~6, C5~7 、 D7 · 8 、 E7 グリッドより検出された。

東へ延びる尾根から緩やかに弧を描いて南下する。 尾根部では2号溝跡に併行する。 標高は

30. 7,....., 35. 9 mを測る。 西端から東端までの距離は 35. 41 m、 深さ 38cm、 幅は確認できない。

尾根部における主軸はN 69
°

Wを示す。 遺物は出土していない。 現在でもこの尾根部には西

の尾根に続く林道が延びていることから、 同一のものと考えられる。

2号溝跡 B2~5, C5 · 6グリッドより検出された。 1 号溝跡に併行する。 東へ延ぴ
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製鉄炉の年代については、 廃滓場出土の土器（図版12 -5)の年代から、 1号製鉄炉は9

世紀中葉～後葉までは操業されていたと考えられる。

このような製鉄炉の形態は、 大船迫A遺跡15·25·27号製鉄炉、 長瀞遺跡5 ·15·16 ·

20·23号製鉄炉など金沢地区で多く検出されており、 大塚迫跡の南東約1.7 kmに位置する下

太田地区の蛭沢遺跡群でも 10 基確認されている。『原町火力発電所関連逍跡調査報告V 』((財）

福島県文化センター 1995、 以下『原町火力V』と略する）による時期区分ではV期（以下、『原

町火力V』 の時期区分を用いて記述する）に位置付けられる形態で、 9世紀中葉に比定されて

おり、 本遺跡の製鉄炉の年代も整合するものである。 なお、 化学分析によって、 原料は砂鉄を

使用していることが判明した。 この点も金沢地区と同じである。

木炭窯跡 木炭窯跡は地下式登窯で、 焼成室・焚ロ ・作業場・排水溝で構成され、 焼成

室には煙突も検出された。 焼成室は掘り方底面でB面· A面の上下2段となり、 木炭の堆積状

況からも少なくとも2回以上の操業があったようである。焼成室の平面形態は羽子板状を呈し、

焚口奥からそのまま奥壁まで逆「ハ」の字状に広がる。 作業場は焚口幅に対して広く、 やや肩

が張る。 焚口を端部として細い排水溝が作業場の外まで延びる。

木炭窯跡の年代は、 作業場の出土の土師器（第24図2)から9世紀代後半には既に埋没が

進んでいたと考えられる。 1 · 2号製鉄炉とほぼ同時期に操業されていた可能性は面い。

『原町火力V』による木炭窯跡の時期区分では、 踏フィゴ付設の製鉄炉に伴うものは第1II段

階に位置付けられ、 9世紀第1四半期頃の遺物の出土例が報告されている。 形態の特徴として

は、 焼成室が線対称的であることや作業場の肩部が張り出すこと、 排水溝下面幅が狭いなどは

金沢地区と共通する。 しかし、 金沢地区の第1II段階の焼成室は長方形に近似するものが多く、

奥行 4. 4 ~ 7. 8 m· 床幅平均l. 8 mであるのに対し、 本道跡では B 面で奥行 3.77 m · 底面奥

壁幅2.67 m、 A面で奥行3.25 m· 底面奥壁幅2.65 rnと、 やや幅広で短い印象を受ける。

焼成室の施設として、 右側壁に煙突が遺存している。 天井部の煙突の有無は確認することが

できなかったが、 煙突の形態を知る良好な資料である。

製鉄炉跡・木炭窯跡は、 概ね同時期で9世紀中葉～後葉頃に位置付けることができよう。 廃

滓場の年代からも矛盾はない。 これはV期の範疇として考えられる。 1号木炭置き場も年代を

示す遺物は出土していないが、 木炭窯に関わる遺構として同時期に考えたい。 1号竪穴住居跡

はこれらの製鉄関連遺構に近接して営まれており、 鉄生産に関わる作業従事者の住居とも考え

られるが、 遺物の年代を考慮すると、 同時期とは断定できない。 また 、 1~6号土坑は性格・

時期とも不明であるが、 位置的に 1号木炭窯跡と同じ斜面上に一列に並ぶように位置している

事から、 斜面の昇降施設の痕跡とも考えられる。

今回の調査区の丘陵西側には数ヶ所の焼成面が確認されている。 木炭窯跡か製鉄炉かは確認

されていないが、 2号廃滓場とした部分に二次堆積していた鉄滓が西側から押し出されて来て

いることから、 確実に製鉄炉も存在するのであろう。 また、 丘陵北側でも木炭窯跡が確認され

ていることから、 周辺一帯に製鉄関連遺構が広く分布していると考えられる。

今回の調査で各遺楕から出土した炭化材の樹種同定を行ったところ、 全てコナラ屈クヌギ節
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第5表 大塚遺跡出土遺物 一覧-- � 一 . .  

遺構番g
l炉

2炉

2炉

2炉

2炉

2炉

2炉

2炉

2炉

2炉

1廃

1廃

l廃

1廃
1廃
1廃

l廃
1廃
1廃
l廃
l廃
1廃
1廃
1廃
］廃
1廃

1廃

l廃

J廃
1廃
1廃

1廃

2廃
1炭

1炭

1炭

1炭

1翌

1住

1住

1住
1住
1坑

10坑

1平

1平

ピ4

D4 

EI 

D3 

C · D2 

試掘lT

試掘5T

試掘6T

小 区 函 位

基礎構造 覆土

基礎構造 上面

基礎構造 廃滓確認面

基礎構造 授土

東作業場 黒褐色士層

西作業場 上屈

西作業場 1~3屑

東作業場 1厖
ペルト

西フィゴ 1層

1区 1回目

1区 2回目

1区 回数なし

1区 8層

2区 1回目

3区 1回目

4区 1回目

4区 回数なし

5区 1回目

5区 回数なし

6区 12層

6区 1回目
6区 回数なし
7区 12陥
7区 1回目

7区 2回目

8区 1回目

8区 2回目
ペルト② l層
ベルト⑥
ベルト⑧

区なし

1区 12層

3区 9陪

3区 28層

焦色忍

4区 1 · 2層

上層

煙道内

カマド内

カマド西袖

覆士下層

サプトレ

床面直上

表土

表土

表土

撹乱

L ll 

Lil 

Lil 

合 計
. -

土 師 器

非ロクロ ロクロ

I 

I 

I 

I I 

I l 

I 

2 

I 

2 

I 

2 

6 

J 

1 

1 l 

48 

4 

I 

I 

5 

56 29 
＊羽口は0で出土していることだけ表記するc

＊鉄滓・炉壁・羽口は第10表を参照。

第3章 大 塚 迫 跡

石器・ 金属

イ＜明
隈器 磁器

石製品 製品
羽ロ その他

゜

l ゜ 3区 1炉の廃滓場？

゜

゜

4区 杯丸底底部内黒

I 

゜

゜

゜

゜

゜

゜

I 石鏃

゜

0 

゜

ロクロは赤焼き

゜

゜

I 石鏃

゜

I 石鏃

゜

゜

゜

゜ 底部内黒

゜

I ゜ 旧6層

1日23層

゜ 旧27函・1日木炭層

゜ 椿の木の下

゜

l 支脚

I 

3 16 ガラス多数

゜

I 

゜

赤焼き

゜

4 椿の木の下

゜ 西側拡張部分

3 ゜

゜ 1廃内撹乱

赤焼き 小片多数

l 

I アメリカ式石鏃

6 7 16 6 2 
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であった （付章2 )。 広範囲に木材の伐栽が進み、 二次林として生育していた木材を利用して

いた様子がみてとれる。

(2)遺 物

今回の調査では、 土師器、陶磁器、 石器・石製品、 金属製品、 羽口、 鉄滓が出士している（第

5 ·10表）。 以下、 主な遮物について総括的に記述する。

土 師 器 本遺跡全体では91点出土しているが、 その多くは1号竪穴住居跡からの出

土で、 第24図4·5の同 一個体片と考えられる。 他は小片である。 器種は、 甕・杯がある。

甕 1 号竪穴住居跡の煙出しからは非ロクロの長胴甕が出土している（第24固 5) 。 胴部

中位よりやや下方に胴部最大径を持ち、 口縁部は外反気味に大きく外傾する。 器面調整は口縁

部ヨコナデ・胴部ヘラナデで、 8 世紀前半に比定される資料である。 第24因 4 は同遺構から

出土した広口の小型の甕で、 上胴部に最大径を持ち、 口縁部は短く直線的に外傾する。 年代は

8世紀前半と考えられる。 他に1号廃滓場から胴部小片が出土している（図版12- 7 · 8)。

1 号竪穴住居跡の年代については、煙出し出土の甕の年代は 8 世紀前半に位置付けられるが、

周辺の製鉄関連追構は9世紀中葉～後葉頃に位置付けられ、 竪穴住居跡が鉄生産に関わる人々

の住居とすると年代にずれが生じる。 竪穴住居跡の存続期間や性格については、 さらに検討す

る必要があろう。

杯 全体形を復元できる資料はないが、 非ロクロ成形（図版12 - 6) とロクロ成形（第

24図1~3、 圏版12 -5 ·12 ~ 15)がある。 図版12 - 6は口縁部が内湾気味に外傾し、 内

面黒色処理されている。 段の有無や底部形態は推定し得ないが、 栗囲式期～国分寺下層式期の

ロ縁部資料と考えられる。 ロクロ成形の杯では、内面黒色処理されているもの（第24図1 )と、

いわゆる赤焼き土器（第24図2 ·3、 図版12 -5 ·12 ~ 15)がある。 第24図1は底部に糸

切り痕を残し、 同図2は底部再調整で体部は内湾気味に外傾する。 図版12 -5は体部小片、

第24図3、 固版12- 14·15は小皿状を呈すると考えられる。 他に1号廃滓場でロクロ成形・

内面黒色処理の体部片も出士しているが、小片のため固示し得なかった。第24図 1 は 9 世紀代、

同図2は9世紀後半頃、 同医3と図版12 - 14·15は 10世紀中葉～後葉と考えたい。

第24図2は1号木炭窯跡の作業場が埋没する過程で混入したもので、 木炭窯跡の廃絶時期

を知る手がかりとなろう。 また、 図版12 -5は1号廃滓場からの出土で、 廃滓場の形成期間

を示す資料である。

石 器 石鏃5点が出土している（第24図9~ 13、 第7表）。 9は平基無茎式石鏃、

10·11は凹基無茎式石鏃、 12は凸基有茎式石鏃、 13はアメリカ式石鏃である。 9 ·11は迫構

内出士であるが、 出土状況を考慮すると全ては遺構埋没時の混入であろう。 10·12は1号廃

滓場形成以前の包含恩からの出十．であるが、 廃滓場のための整地層とも考えられるため、 や

はり混入であろう。 13は弥生時代に位置付けられる資料であるが、 他は断定できない。 縄文・

弥生時代の遺構は検出されなかったが、 周辺に該期の遺構が存在することを示唆する賓料であ

る。
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第3章 大 塚 迫 跡

を壊した際に一緒に廃棄されたと考えられる。 鉄製分の含有が多いため鉄塊系遺物とも言える

が、 採取されずに廃棄されている。

図版 17 - 7 は 1 号住居跡内出土であるが、 1 層からの出土であるため埋没時の混入であろ

う。 他の木炭窯跡・木炭置き場・土坑出土の鉄滓も埋没時の混入と考えられる。 1 · 2号平場

出土とした鉄滓は、 検出面と溝跡から出土したものであるが、 遺構の年代が断定できないため

総数量をのみ掲載した。 なお、 1 · 2号平場検出面から採取した土壌を水洗選別したが、 鍛造

剥片は確認されなかった。 2号廃滓場とした部分も二次堆積恩であるため、 総数是のみ掲載し

た。

(3)まと め

今回の調査では、 製鉄炉・廃滓場·木炭窯跡・木炭置き場などの遺構が検出され、 本道跡は

製鉄遺跡であることが判明した。 製鉄関連迎構の年代は概ね9世紀中葉～後葉頃にあたる。

市内の金沢地区では大規模な製鉄遣跡群の調査が行われており、 当地での製鉄は 7 世紀後半

には開始されていたようである。 8世紀後葉には新しく導入された踏フイゴ付き長方形箱型炉

によって鉄生産が飛躍的に増大し、 製鉄炉も 2~3 基並列で操業されるなど、 大規模な鉄生産

が行われるようになる。 しかし、 長方形箱型炉の基礎構造に長方形の深い掘り方を持つように

なる 9 世紀中莱頃には製鉄炉も単独で立地するようになり、 やがて 9 世紀後葉以降には金沢地

区での操業は終焉を迎える。 本追跡での製鉄は、 金沢地区での最後の操業時期となるV期にあ

たる。

奈良•平安時代には、 本遺跡の位置する南相馬市原町区は陸奥国行方郡に属していた地域で

ある。 8 世紀後半頃の東北地方は、 北方に勢力を拡大しようとする律令政権と蝦夷と呼ばれる

人々との争いが頻繁に起こっていた。 行方郡には行方軍団が設置され、 安積軍団・白河軍団と

ともに軍事的に国府多賀城を支える体制が整備された。 この8世紀後半~9世紀前半は金沢地

区で鉄生産が飛躍的に増大する時期にあたり、 対蝦夷政策として行方郡家の管理下で製鉄が行

われていたと考えられている。 金沢地区とその周辺の製鉄は次第に海岸部から内陸部の丘陵ヘ

と移動しており、 大塚遺跡はそのような鉄生産の流れの一端を担っていたものである。

大塚迫跡の範囲は丘陵全体に及び、 今回の調査地点はその一部分に過ぎない。 本遺跡の操業

開始時期や終焉については今後の検討課題である。 また、 本遺跡では縄文時代・弥生時代の石

鏃が出土している。 該期の遺構は確認されなかったが、 周辺に縄文・弥生時代の集落が存在す

る可能性を示唆する賓料である。
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第4章 野 馬 土 手

第1節 遺跡の概要

野馬土手とは、 江戸時代の寛文六年 (1666) より、 放牧した馬の保護とその馬による農作牧

への被害を防ぐために、 相馬中村藩主相馬忠胤によって築かれたとされる高い土手のことであ

る。 本野馬土手跡は、 雲雀ヶ原を囲むように東西 8 km、 南北 2. 7km、 周囲 22km に渡り構築さ

れていた。 その大部分は土塁状であるが、石垣としていたところもある。 今回、発掘調査を行っ

た福島県南相馬市原町区青葉町三丁目に所在する野馬土手は、 遺存長約 90 mを測る。 市内に

知られた野馬土手跡の中でも、 遺存状態の良好な部類に入る近世迫構である。県道小浜字町線

整備工事により、 野馬土手の一部が路線範囲の中に含まれたため、 野馬土手の構造とその推定

域などを調査し、 記録保存することを目的に発掘調査を実施した。発掘調査対象面積は、 432

対である。 調査対象範囲に 4 本のトレンチを設定し、 調査を行った。

当地域における野馬土手の基本的な構造は、 土手とその内側に並行して巡らされた堀によっ

て構成されている。基本的な規模は、上幅が一間（六尺= 1.8m)、基底幅が三間（十八尺= 5.4 

m)、 高さー間（六尺=l.8m)である。 土手の内側（堀側）の傾斜が強く外側の傾斜が緩や

かとなり、 断面台形状の形態を呈する構造となっている。

調査の結果、 上幅2. 7 m、 下幅5. 3 m、 高さ1. 3 m、 堀跡底面からの裔さ2.9 mを測ること

が判明した。 本来の野馬土手の値と比較すると 60cm 程削平されていることになる。 堀跡は、

1号トレンチにおける土手の北側（内側）で検出された。また、 従来より、 野馬土手は青葉町

周辺で角度を変え、 牛仏溜池の土手裾部に沿うように南進していたことが知られているが、 今

回の発掘調査において確証を得ることができた。

第2節 調査の方法

今回の調査は、 県道の整備工事に伴うもので、 発掘調査対象範囲の中には市道青葉町牛来線

も含まれていた。 全面通行止とはせず、 市道を使用しながらの調査ということから、 迂回路を

確保し発掘調査を行うこととなった。 迂回路の一部にも発掘調査対象範囲が含まれていたこと

から、 関係機関の中で協議を行った結果、 発掘調査対象範囲を 3 分割して調査を実施すること

とした （第 3 図）。また、 発掘調査と牛仏溜池改良工事などの県道整備に伴う工事が並行して

進められたことから、現地担当者間による打ち合わせは幾度となく行い、意志の疎通を図った。

発掘調査対象範囲と市道および牛仏溜池改良工事区域の境界には、 それぞれ縄張りを巡らし

て周辺住民、 発掘調査補助員、 工事関係者および通行車輌の安全確保に細心の注意をはらった。

発掘調査によって発生した排土の搬出作業を行うにあたっては、 作業車輌および一般車両の安

全を確保するため調査対象範囲の両端に交通誘苺員を配した。

調査は、 大小 4 本のトレンチを設定し、 面的に掘り下げて野馬土手の痕跡の有無を確認した
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第2節 調査の方法

のち、 断ち分って土屈堆積状況を観察することとした。

はじめに、 軸方向が北東より南西に走る本野馬土手の南西端部に直交するように 1 号トレン

チを設定した。 2号トレンチは、 牛仏溜池の土手裾部東側に平行して設定し、 調査後は市道の

迂回路とした。 3号トレンチは、現市道下に設定し、調査後は現況に復旧した。 4号トレンチは、

現市道の東側に直交するように設定した。 このうち、 1 · 4号トレンチの掘り下げは全て人力

によって行った。 2 · 3号トレンチ設定箇所は、 現況に到る過程において埋め立て工事などを

行ったとの情報を得ており、 覆土が厚く堆積し深度が大きくなることが想定されていた。 この

ため、 重機による掘削作業を行った後、 人力によって断面の精査を行い、 安全性と調査の進捗

率を高めることを因った。 また、 3号トレンチは、 深さによる崩落を防止するためトレンチ内

に段を設けて対応した。

1 号トレンチ設定箇所の現況は、 竹・茅・雑木などに覆われていたため、 これらの草刈り ・

伐採および搬出作業を行った後、 発掘調査に着手した。 本野馬土手の北側には溝が並行して走

り、 現在も用排水路として機能していた。 また、 調査を進めるにしたがい、 僅かながら湧水も

認められるに到った。 このため、 ポンプを常時稼働して排水を行いながら調査を実施した。

なお、 本野馬土手については、 原町市教育委員会が平成16年度に実施した地形測益などに

よって現況の概要を記録・報告がなされており、 本調査の基礎資料とした。

これらの学術的賓料以外に、 近隣住民からの聞き取り調査によって得られた情報などについ

ても、 精査し本調査を実施するにあたって参考としたものも少なくない。

第3節 遺構と遺物

(1) 1 号トレンチ

1号トレンチは、 主軸方向が北東より南西に走る(N 60
°

E)総長約90mを測る本野馬

土手の南西端部に直交するように設定し、 土層堆積状況の観察を主眼とした。 規模は、 長さ

13. 0 m、 幅 2. 5 mである。

堆租士層は、 野馬土手に付随すると考えられる堀跡も含め、 27 層に分けられた。 本野馬土

手の溝跡を有する内側半分は水平な堆積状況を示すのに対し、 外側半分は不定な渦巻状の堆積

状況を示す。 外側堆積土の乱れは、 倒木痕によるものであろう。

基盤はシルト岩。 この内側（堀側）に上幅 l. 7 mの凹みが見られ、 外側は一段高く平坦な造

りである。 この基盤上に l. 5 mの厚さで土が盛られている。 撹乱を受けてない内側を基準に堆

積状況を観察する。

土層は大きくは3段階に分けられる。 はじめに、 基盤の直上に19·20層とした黒褐色を基

調とした層が 5 ~ 20cm 堆積している。 この層は、 シルト岩を削り出した段階に堆積した 1日表

土と考えられる。 その上に 17 層から 13 層とした、 しまりの極めて強い暗褐色土層やシルト岩

を含む屈を交互に租み上げ、 さらに 11 層とした粘性の強い暗褐色土を 40 ~ 50cm 積み上げて

いる。 その後、 粘性・締まりが共に強い6恩とした黄褐色土が和まれ、 これが最終段階のもの

と考えられる。 3陪が現表土層。 6層は、 堀側に大きく崩落している。
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第3節 追構と迫物

野馬土手上面幅は 2. 7 m、 底面幅は、 5. 3 mを測る。 地山から野馬土手上面までの溺さ（外

側）は 1.2 m、堀跡底面からの高さ（内側）は 2.9 mを測る。 基本とされる野馬土手の規模は、

上幅 l.8m(6 尺）、 下幅 5.4 m (18 尺）、 土手外側高 1.8m(6 尺）である。 これらの値を

野馬土手本来の高さとされる値と比較すると次のようになる。上幅は 1.8 mに対し 2.7 mと0.9

m広く、 下幅は 5.4mに対し 5.3 mとほぼ一 致した値を示す。 高さは l.8 mに対し 1.2 mと

60cm 低い値を示す。 内外法面を傾斜角度に沿って上方へ延長し、 1.8 mの高さを確保した場合

の上幅の推定値は 1.7 m前後を示す。 以上のことから本野馬土手は、 頂部において 60cm 程削

平されているが、 高さと上幅以外については本来の姿を良好に残しているといえよう。 堀は表

土（現溝底面）から 10cm 下で上端が確認された。 上幅で 1. 6 m、 下幅で 0.5 m、 深さ 0.6 m 

を測る。 11層が旧表土層と考えられることから、 この段階で野馬土手として一定期間機能し

た可能性も指摘される。 しかし、 この場合の外側高は、 1. 2 mである。

6 恩より鉄滓が 1 点と 13 層より須恵器片が 2 点出土している（図版 22 - 5) 。 いずれも野

馬土手の盛土中からの出土資料である。 隣接する大塚遺跡からは、 9 世紀中葉～後葉頃に位置

づけられる製鉄炉や廃滓場が検出されており、 関連する賓料の可能性もある。 このうち須恵器

の破片資料は、いずれも壺の小片で長頚壺の肩部（図版 22 - 5 - 2) と下胴部（同図版 5 - 1) 

にあたる。 胎土緻密にて、焼成良く、壁厚は最大 10 mmを測る。 白灰色を基調とした色調を示す。

同一個体の可能性が高い。

(2) 2号トレンチ

牛仏溜池の土手裾部東側は、 野馬土手の延長部が検出される可能性が高いことから、 面的に

掘り下げ調査を行うこととした。 現況に合わせて掘り下げたため変形しているが、 最大規模で

東西 5m、 南北 7mについて調査を行った。 現道路面より 1.4 m下まで盛り土であったため、

それより下は幅 l.5 mのサブトレンチに変更し、 l.7 mまで掘り下げた。

堆積土は6層に分層されたが、 6層については、 崩落の危険性があり途中までの調査で掘り

下げを止めた。 このうち、 l'"'-'4 層は、 市道造成時や溜池堤防造成の際の盛土層である。 5 層

は暗灰黄色土層。 粘性・しまりが有り、 砂粒子が多く含まれる。 6囮は黒褐色土層。 粘性 ・ し

まり共にかなり強く、 低涅地か水田であった時期の旧表土と考えられる。 2 · 3層より鉄滓が

僅かながら出士している。

調査の結果、 野馬土手の痕跡は認められず、 本トレンチまでおよぶことがなかったものと思

われる。

(3) 3号トレンチ

現市追下の調査には、 東西 16.5 mで、 福 4.0 m規模の調査区を設定した。 道路幅を面的に

重機によって掘り下げ、 野馬土手延伸部分の検出を試みた。 調査を進めると、 現道下は、 工業

用排道管の工事による影響が思いのほか強く、 面的に検出することが困難な状況となった。 こ

のため、掘り下げが可能である東側幅 lmについて断面銀察による調査を実施することとした。
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んだため、 横広な断面となったが、 6 層から 5 層へ下がる変換点が土手上場の西肩であろう。

本地点において野馬土手は、 5層以上の盛土によって構築され、 土手の高さはl. 5 m以上で

あることが確認された。 また、 基盤恩は、 1 号トレンチの地点とは異なり、 粘質土層となる。

堀跡は、 1 号トレンチの調査地点の調査状況から推察すれば、 排水管の近辺に検出されるもの

と考えられたが、 今回は確認されなかった。

(4) 4号トレンチ

現市道の東側には、 土手上場の東肩を確認するために、 野馬土手の推定ラインに直交するよ

うに長さ 3. 3 m、 幅l. 0 IDの規模でトレンチを設定した。

堆積土は 4恩に分層される。 1 屈は表土層。野馬土手東側法面を厚く授う。本地点の基盤屈は、

1号トレンチ地点と同様平坦なシルト岩となる。 その上に3号トレンチの7層にあたる黄褐色

粘性土主体の黒褐色粘性土や暗褐色粘性土が縞状に入る締まりの強い土を 70cm 程租む。 最後

に 3号トレンチの6 層にあたる黄褐色土が 20cm 程度の厚さで全体を覆う。 この盛土の状況は、

3号トレンチの調査状況と矛盾するものではないが、 8 層以下の粘性の強い黒褐色粘性土は確

認されてない。 3号トレンチで確認した上場西肩と、本トレンチで確認した上場東肩の幅は2. 5 

mを測る。

本トレンチより、 遺物は発見されなかった。

第4節 調査の成果

当地域における野馬土手の調査は、 今回で 4 回目であるが、 発掘を伴う考古学的な調査は 3

回目となる。 第 1 回目は、 昭和 62年 (1987) に行われた国指定史蹟桜井古墳整備関連に伴うも

のである。 次が、 野馬追の里原町市立博物館建設に関連した公園整備に伴う調査で平成5年

(1993) に行われた。 また、平成 17 年 (2005) には、本調査地点（青葉町三丁目）および萱浜（字

原畑）地内において測贔調査が実施されている。 ここでは、 これまでの調査の成果と今回の調

査結果を比較しまとめとする。

基本とされる平地における野馬土手の規模は、 上幅 l.8m(6 尺）、 下幅 5. 4 m (18 尺）、

土手外側高 l.8m(6 尺）である。 1 号トレンチにおける値を、 野馬土手本来の高さとされる

値と比較すると次のようになる。 上幅は1. 8 mに対し 2. 7 mと 0.9m広く、 下幅は 5.4 mに対

し 5.3mとほぼ一致した値を示す。 高さは1. 8 mに対し1. 2 mと 60cm 低い値を示す。 内側（堀

側） ・ 外側両法面を傾斜角度に沿って上方へ延長し、 l. 8 mの高さを確保した場合の上幅の推

定値は1. 7 m前後を示す。 以上のことから本野馬土手は、 頂部において 60cm 程削平されてい

るが、 高さと上幅以外については本来の姿を良好に残しているものと考えられる。 なお、 表土

層除去後における内側法面の傾斜角は地山を尊重すれば 50
゜

、 上幅の肩部を尊重すれば 60
°

、

外側法面の傾斜角は 35
゜

を測る。

従来より、 1号トレンチ地点から野馬土手は角度を変え、 牛仏溜池の土手裾部に沿うように

南進していたことが知られているが、 今回の発掘調査において確証を得ることができた（主軸
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付章1 南相馬市大塚遺跡出土鉄滓の化学分析調査

1 . はじめに

JFE テクノリサーチ株式会社

分析・評価事業部

埋蔵文化財調査研究室

（財）いわき市教育文化事業団から福島県南相馬市原町区青葉町に所在する大塚遺跡から出土

した鉄関連追物について、 学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む

自然科学的親点での調査を依頼された。 調査の観点として、 出土鉄滓の化学成分分析、 外観観

察、 ミクロ組織親察に基づき、 資料の製造工程上の位置づけおよび始発原料などを中心に調査

した。 その結果について報告する。

なお、 事業団より提供された資料によれば遺跡の概要は以下の通りである。 奈良• 平安時代

の製鉄遺跡で、製鉄炉跡 2 基、廃滓場 1 ヶ所、木炭窯 l 基、木炭置き場 l ヶ所、竪穴住居跡 l 軒、

その他（土坑、 溝跡、 ピット）等が検出されている。 遮構範囲は広く、 調査範囲外にもすでに

木炭窯や製鉄炉跡が露出している。 また、2号製鉄炉は箱形炉で、 炉は地下構造しか残ってい

ない。 ふいご・作業場の一部が検出されている。 時代は 9 世紀後半と考えられる。 1 号製鉄炉

より古いが、 1号製鉄炉の操業時には2号製鉄炉の地下構造はすでに埋められているはずなの

で地下構造の鉄滓は 2 号製鉄炉を廃棄したときに周辺の廃滓が混入したと考えられる。 1 号廃

滓場は1号・2号製鉄炉に伴う廃滓場で、 道路・宅地などで削平されて残存部分は狭く堆積層

も薄いため操業回数に伴う分層はなされていない。

2 調査項目および試験・観察方法

(1) 調 査 項 目

調査資料の記号、 出土遺構・注記および調査項目を表1に示す。

(2) 調 査方法

(i) 重量計測、 外観観察および金属探知調査

賓料重量の計量は電子天秤を使用して行い、 少数点 2 位で四捨五入した。 各種試験用試料を

採取する前に、 資料の外観を mm 単位まであるスケ ー ルを同時に写し込みで撮影した。 資料の

出土位置や資料の種別等は提供された資料に準拠した。

着磁力調査については、 直径 30mm のリング状フェライト磁石を使用し、 6mm を 1 単位とし

て 35cm の高さから吊した磁石が動き始める位屈を着磁度として数値で示した。 遺物内の残

存金属の有無は金属探知機 (MC : metal checker) を用いて調査した。 金属検知にあたって

は参照標準として直径と嵩さを等しくした金属鉄円柱 (1. 5mm <I> xl. 5mmH、 2.0mm <I> x2.0mmH、

5mm <f> x5mmH、 10mm <I> xlOmmH、 16mm c/) xl6mmH、 20mm <f> x20mmH、 30mm <f> x30mmH) を 使 用 し、

これとの対比で金属鉄の大きさを判断した。

69 



2. 調査項目およぴ試験・銀察方法

(ii)化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関するJ I S分析法 に準じて行っている。

全鉄(T.Fe) : 三塩化チタン還元ーニクロム酸カリウム滴定法。

金属鉄(M. Fe) : 臭素メタノ ー ル分解ーEDTA滴定法。

・ 酸化第一鉄(FeO) : ニクロム酸カリウム滴定法。

酸化第二鉄(Fe20 3) : 計箆。

化合水(C.W.) : カー ルフィッシャー 法。

炭素 (C)、 イオウ (S) : 燃焼ー赤外線吸収法。

ライム(CaO)、 酸化マグネシウム(MgO)、 酸化マンガン(MnO)、 酸化ナトリウム(Na 20)、

珪素(Si)、 マンガン(Mn)、 リン(P)、 銅(Cu)、 ニッケル(Ni)、 コバ ルト(Co)、 アルミ

ニウム(Al)、 ヴァナジュム (V) 、 チタン(Ti) : ICP発光分光分析法。

シリ カ(Si0 2)、 アルミナ(Al20人 酸 化 カル シウム(CaO)、 酸化 マグネシウム(MgO)、

二酸化チタン(Ti0 2)、 酸化リン（凡0 5)、 酸化カリウム（島0) : ガラスビー ド蛍光X線分析法。

但し CaO, MgO, MnO は含有量に応じてICP 分析法また は ガラスビー ド蛍光X線分析法を選

択。

酸化ナトリウム(Na 20) : 原子吸光法。

なお、 鉄滓中成分は、18成分（全鉄T.Fe、 金 属鉄M.Fe、 酸化第 一 鉄FeO、 酸化第二鉄

恥0 3、 シリカSi02、 アルミナAl20 3、 ライムCaO、 マグネシアMgO、 酸化ナトリウムNa20、 酸化

カリウム島0、二酸化チタンTi0 2、 酸化マンガンMnO、酸化リンPzOs、 コバ ルトCo、化合水C.W. 、

炭素C、 ヴァナジウムV、 銅Cu)を化学分析している。 分析は各元素について分析し、 酸化物

に換算して表示している。

羽ロ ・ 胎土成分は、13成分（全鉄T.Fe、 酸化鉄FeO、 シリカSi0 2、 アルミナAl2釘、 ライム

CaO、 マグネシアMgO、 化合水C.W.、 灼熱減量Ig. Loss、 二酸化チタンTi0 2、 酸化マンガン

MnO、 酸化ナトリウムNa20、 酸化カリウム島0、炭素C、 )を化学分析している。 なお、 粘土に

ついては産地検酎のためルビジュウムRb とストロンチュウムSrについても分析した。

鉄製品中成分の化学分析は、13成分（炭素C、 シリ コ ンSi、 マンガンMn、 リンP、 イオウS、

銅Cu、 ニッケルNi、 コバ ルトCo、 アルミニウムAl、 ヴァナジウムV、 チタンTi、 カルシウム

Ca、 マグネシウムMg)を化学分析している。

(iii)顕微鏡組織観察

資料の一部を切り出し樹脂に埋め込み、 細かい研磨剤など で研磨（鏡面仕上げ）する。 炉壁

・ 羽ロ ・ 粘土など の鉱物性資料については顕微鏡で観察し ながら代表的な鉱物組織 などを観察

し、 その 特徴から材質 、 用途、 熱履歴などを判断する。 滓関連資料も炉壁·羽口などと同様の

観察を行うが特徴的鉱物組織 から成分的な特徴に結びつけ製・精錬・鍛造工程の判別、 使用原

料など も検討する。 金属鉄は ナイター ル(5%硝酸 アルコ ー ル液）で腐食後、 顕微鏡で観察し

ながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し、顕微鏡組織 および介在物 （不純物、 非金属鉱

物）の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。 原則として100倍および
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400 倍で撮影を行う。 必要に応じて実体顕微鏡 (5 倍-20 倍）による観察もする。

3. 調査結果および考察

分析調査結果を図表にまとめて 76 頁~78 頁に示す。表 1 に調査賓料と調査項目をまとめた。

表2に資料の化学成分分析結果をそれぞれ示す。

全資料の外観写真を 79 頁~80 頁に、 鉄滓の顕微鏡ミクロ組織を 80 頁~82 頁に示す。 鉱物

組織の英文、 化学式は一括して5. 参考に示した。

各賓料の調査結果をまとめ、 最も確からしい推定結果を最後にまとめる。 以下、 資料の番号

順に述べる。

資料番号 No.1 炉内滓、 着磁度： 3、 MC: 2 ~ 3mm 大相当

外観：外観を外観写真 1 に示す。 重量 83.9g、 長さ 77.3mm、 幅 52.1mm、 厘さ 42.2mm。 大きな

木炭の噛み込みによる凹凸の著しい鉄滓賓料である。 明瞭な破面は観察されない。 全体に暗褐

色を呈し、 銹化鉄の茶褐色を呈する部分も少し観察される。 片面側（左側の写真）は比較的滑

らかであるが反対側（右側の写真）は木炭の噛み込みにより凹凸が激しい。 滑らかな面は着磁

も弱く、 MC 反応もないが、 木炭痕部には着磁度 3 で 2 ~ 3mm くらいの大きさのメタル反応の

ある部分が存在する。 この部分をねらって顕微鏡観察を行う。 メタル最は少ないと見られるの

で滓部分を分析する。

滓の顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真 1-1 、 1-2 に示す。 試料全面は写真 1-1 に示

すようなイルメナイトと大きなファイヤライトから成る組織である。 これらのイルメナイトは

十分に発達せず、 砂鉄還元の形跡を残している。 また、 試料の周辺には写真 1-2 に示すような

砂鉄の痕跡を明瞭に残す粒状のイルメナイトとシュ ー ドブルッカイトの混在組織 (400 倍の写

真）も観察される。 原料砂鉄の Ti02 は相当高いと思われる。 白く輝く微細な金属鉄粒子もわ

ずかであるが観察される。 砂鉄粒子の還元状態、 イルメナイトの発達の状況などから炉の中段

付近の滓ではないかと思われる。

化学成分：化学成分分析結果を表 2 に示す。 全鉄 31. 9%に対して金属鉄は 0.67%である。 FeO

は 14. l %、 Fe2
0

3 は 29.0%である。 Si0
2 は 21.5% で Al凸は 1. 58%である。 Cao、 MgO はそれ

ぞれ 1. 34%と 8.15%で製錬滓としては MgO はかなり高い。 Ti02 は 21. 5%と非常に多く含まれ

ている。 Fe00-Si02-Ti0
2 の 3 元系に換算するとそれぞれ 50. 0%、 25.0% 、 25.0%となり、 平衡

状態図ではイルメナイトとクリストバライトの境界付近にあり、 平衡状態としては初晶として

イルメナイトが晶出するはずである。 平衡状態図の位置と顕微鏡組織とはほぼ一致する。

鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図1、 2で見ると図l、 図2のい

ずれにおいても砂鉄系製錬滓のグルー プに属している。

以上の結果から、 本資料は高 Ti02 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した滓で還元途中の砂

鉄の痕跡を残す炉中段付近の製錬滓と推察される。
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3. 調査結果およぴ考察

資料番号 No.2 炉壁、 羽口付、 着磁度：1、 MC: 無

外観：外観を外 観 写 真 2-1、 2-2 に 示 す。 重量 553.3g、 長 さ 128.0mm、 福 96.0mm、 原さ

80. 7mm。 炉壁に付着した滓で、 大きな木炭痕が 2 ヶ所観察される。 滓そのものは水酸化鉄の茶

褐色を呈し、瘤状に垂れ下がっている。炉壁側には外観写真 2-1 の右下に羽口を取り付けてあっ

たと思われる円形の孔が観察される。 瘤状の滓部分を調査する。

滓の顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真2に示す。 鉱物相としては白色針状のイルメ

ナイトとその問のガラス質の中に沈むようなやや褐色を帯びた板状のファイヤライトのみであ

る。 一部に白く輝く金属鉄粒子も散見される。 Ti02 が高い典型的な製錬滓の組織である。

化学成分：化学成分分析結果を表 2 に示す。 全鉄 27.6% に対して金属鉄は 0.17%である。 FeO

は 15.9%、 Fe203 は 21. 5% である。 Si02 は 27.6%と面く、 Al203 は 2.87% である。 CaO、 MgO は

それぞれ 2.30%と 8. 50%と高く、 とくに MgO は製錬滓としてはかなり高い。 Ti02 は 19.0%と

高い。 FeOn-Si02-Ti02 の 3 元系に換算するとそれぞれ 44.6%、 32.8%、 22.6%となり、 平衡状

態固ではクリストバライト領域にある。 初晶としてはクリストバライトや石英が晶出すること

はないのでこれに近いイルメナイトやウルボスピネルが晶出し、 ファイヤライトやガラス質な

どの Si02 を多く含む組織が多くなると予想される。 顕微鏡組織と状態図での位置づけはほぼ

一致している。

鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図l、 2で見ると図1、 固2のい

ずれにおいても砂鉄系製錬滓のグルー プに属している。

以上から、 本賓料は高 Ti02 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と炉下部の羽口近

傍の炉壁が結合した資料と推察される。

資料番号 No.3 炉内滓、 着磁度：2、 MC : 2 ,..,_, 3mm 大相当

外観：外観を外観写真 3 に示す。 重量 49.3g、 長さ 49.6mm、 幅 39.6mm、 厚さ 30.1国。 10 ,..,_, 

20mm 大の黒銹化した鉄塊を含む鉄滓で窪みには泥が侵入している。 明瞭な破面は 1 である。

黒銹部には 2 ,..,_, 3mm 大相当のメタル反応があり、 少しメタルが遺存しているように思われる。

この部分の着磁度は 2 である。 メタル反応のある部分を検鏡し、 メタル量は少ないと思われる

ため滓について分析する。

滓の顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真 3-1、 3-2 に示す。 写真 3-1 の細い棒が短く

引きちぎられたようなイルメナイトとガラス質のみから成る組織が全体の 60%位を占めてい

る。 また、 視野の 30%位は写真 3-2 に示す組織である。 この組織ではやや灰色を帯びた角の

取れた丸みを帯びた多角形が崩れた形状のウルボスヒ゜

ネルが圧倒的に多く、 その陰にやや灰色

が薄く短冊がちぎれたようなイルメナイトがわずかに見られる。 その他はガラス質と白く輝く

わずかな金属鉄粒子である。 10%位は両写真の中間的組織である。 ファイヤライトは観察され

ない。 顕微鏡組織としては非常によく溶融した組織で、 Ti02 が高い製錬滓と判断される組織で

ある。

化学成分：全鉄 30.9% に対して金属鉄は 0.39%である。 FeO は 22.8%、 Fe203 は 18.3% である。
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付章1 南相馬市大塚追跡出土鉄滓の化学分析調査

Si02 は 12.7%で Al 203 は 3.50%である。 Cao、 MgO はそれぞれ 3.27%と 3.44%で製錬滓として

はかなり高い。 Ti02 は 32. 0%と非常に高い。 FeOn-Si02-Ti02 の 3 元系に換算するとそれぞれ

47.9%、 14. 8% 、 37.3%となり、 平衡状態図ではシュ ー ドブルッカイト境界に近いイルメナイ

ト領域にあり、 初晶としてはイルメナイトが晶出し、 ついでシュ ー ドブルッカイトやウルボス

ヒ
゜ ネルが晶出すると思われる。 顕微鏡組織に比べやや Ti02 が高い成分となっている。 資料内

の成分の不均質によると思われる。

鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図1、 2で見ると図l、 図2のい

ずれにおいても砂鉄系製錬滓のグルー プに属している。

以上から、 本資料は高 Ti02 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と推察される。

資料番号 No.4 炉内滓、 着磁度：l 、 MC: 2 ~ 3mm 大相当

外観：外観を外銀写真 4 に示す。 重量 29.7g、 長さ 56.9mm、 幅 30.9mm、 厚さ 23.4mm。 全体的

に暗紫褐色を帯びた黒銹化した不定型な鉄滓である。 凹凸が多く、 炉内での炭材などの充填状

態を反映している。 凹部には土砂が侵入している。 上側の写真の右端に 2 ~ 3mm 大相当のメタ

ル反応があり、 メタルが少し遺存しているように見える。 着磁は全体に弱く1である。 メタル

が見いだせればメタルから滓にかけて観察し、 分析は滓について行う。

滓の顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真 4-1 、 4-2 に示す。 滓中に混入していた木炭

の顕微鏡組織を 4-3 に示す。 資料の大部分は組織写真 4-1 の稲穂状あるいは骸晶状イルメナイ

トとその間のガラス質に沈むように観察されるファイヤライトから成る組織である。 写真には

示さなかったがイルメナイトの間にわずかなウルボスヒ
゜

ネルが観察される部分もある。 資料の

周辺には組織写真 4-2 に示す還元途中の砂鉄粒子も観察される。 Ti釘が高い製錬滓と判断され

る組織である。 木炭の組織は道管の特徴などから広葉樹と見られ、 断定は困難だが樹種として

はかえでなどが考えられる。

化学成分：全鉄 31. 5% に対し て金属鉄 は 0. 33% と低い。 FeO は 15.2% 、 Fe凸は 27. 7% であ

る。 Si02 は 20.8%で Al凸は 2.95% である。 CaO、 MgO はそれぞれ 2. 59%と 5.37%で製錬滓

としては高い。 T鳩は 21.7%と高い。 Fe0"-Si02
-Ti0

2 の 3 元系に換箕するとそれぞれ 50.2%、

24. 4%、 25.4%となり、 平衡状態図ではイルメナイトとクリストバライトとの境界にあり、 初

晶としてはイルメナイトが晶出し、 ついでウルボスピネル、 ファイヤライトが晶出すると思わ

れる。 資料1とよく似た位置にある。 本賓料、 賓料1ともに還元途中の砂鉄が顕微鏡観察で検

出されており同種の滓と思われる。

鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図1、 2で見ると図1、 図2のい

ずれにおいても砂鉄系製錬滓のグルー プに属している。

以上の結果から、 本資料は高 Ti釘砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と推察され

る。

資料番号 No.5 流出滓、 着磁度：微、 MC: 無
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3. 調査結果およぴ考察

外観：外観を外観写 真 5-1、 5-2 に 示 す。 重砿 622.9g、 長さ 117.5mm、 幅 68.9mm、 厚さ

58.0mm。 黒色で大きな典型的流出滓の破砕片である。 破面数は 5 である。 流動単位は不明瞭で

ある。 着磁はほとんどなく、 メタル反応もない。 資料の端 1/5 で調査試料を採取する。

滓の顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真 5 に示す。 視野全面に灰色を帯びた乳白色の

イルメナイトが蜆察される。 ガラス質の中にファイヤライトらしき組織の見られる部分もある

が明瞭にはファイヤライトとは確認できない。 基本的にはイルメナイトとガラス質の組織であ

る。 Ti02 が高い製錬滓の組織である。

化学成分：全鉄 26.9% に対して金属鉄は 0.50%である。 FeO は 14.9%、 Fe203 は 21. 2% である。

Si0
2 は 18.1%で Al

2
03 は 4.22%である。 CaO、 MgO はそれぞれ 3.02%と 3. 69%でかなり面い。

Ti02 は 32.0%と非常に面い。 FeO.-Si02
-T連の 3 元系に換算するとそれぞれ 41.9%、 21. 0%、

37.1%となり、 平衡状態閑ではシュ ー ドブルッカイトとイルメナイトとの境界に近いクリスト

バライトの領域にあり、 通常はシリカなどが初晶ででることはなく、 シュ ー ドブルッカイトや

イルメナイトなどが晶出すると思われる。

鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する圏1、 2で見ると図l、 図2のい

ずれにおいても砂鉄系製錬滓のグループに属し 、 炉壁付着滓に近い側にある。

以上の結果から、 本賓料は高 Ti02 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と推察され

る。

4. まとめ

本分析調査を以下にまとめた。

(1) 滓 の性格

本調査では全資料とも高 Ti02 砂鉄を始発原料とする製錬滓と判断された。 炉壁と反応して

いる喪料 2 をのぞき、 Ti02 は 21.5%~ 32. 0%の範囲にあり、 始発原料砂鉄の Ti02 の高さが分

かる。 顕微鏡組織としてはいずれもイルメナイトを主要鉱物とし、 ウルボスピネルなども親察

された。 また、チタン磁鉄鉱と思われる遠元途中の砂鉄粒子も資料l、資料4に検出されている。

(2) 始 発 原 料

本賓料はいずれも高 Ti02 砂鉄を始発原料としていることは確実で、 近隣の製鉄遺跡などと

同種の砂鉄が原料として使われた可能性が考えられる。

(3) 個別賓 料

資料 1 : 高 Ti02 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した滓で還元途中の砂鉄の痕跡を残す炉中段

付近の製錬滓と推察される。

資料 2: 裔 Ti0
2 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と炉下部の羽口近傍の炉壁が結合

した資料と推察される。

資料 3: 高 Ti釘砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と推察される。

臼料 4: 高 Ti02 砂鉄を原料とする製鉄工程で生成した製錬滓と推察され、 還元途中の砂鉄の痕

跡を残している。
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付章1 南相馬市大塚迫跡出土鉄滓の化学分析調査

顕微鏡組織写真1 -2 (資料No.1) X 100 顕微鏡組織写真1-2 (資料No.1) X 400 

顕微鏡組織写真2-1 (資料No.2) X 100 顕微鏡組織写真2-1 (資料No.2) X 400 

顕微鏡組織写真3-1 (資料No.3) X 100 顕微鏡組織写真3-1 (資料No.3) X 400 

顕微鏡組織写真3-2 (資料No.3) X 100 顕微鏡組織写真3-2 (資料No.3) X 400 
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付章2 南相馬市大塚遺跡にかかる炭化材同定

株式会社古環境研究所

1 . はじめに

木材は、 セルロ ー スを骨格とする木部細胞の集合体であり、 解剖学的形質から、 概ね属レベ

ルの同定が可能である。 木材は、 花粉などの微化石と比較して移勁性が少ないことから、 比較

的近隣の森林植生の推定が可能であり、 造跡から出土したものについては、 木材の利用状況や

流通を探る手がかりとなる。

2試 料

試料は、 大塚遺跡において検出された木炭窯跡、 製鉄炉、 竪穴住居跡、 廃滓場、 木炭置き場

等より出土した炭化材8点である。

3. 方 法

試料を割折して新鮮な横断面（木口と同義）、 放射断面（柾目と同義）、 接線断面（板目と

同義） の基本三断面の切片を作製し、 落射顕微鏡によって 50 ~ 1000 倍で観察した。 同定は、

解剖学的形質および現生標本との比率によって行った。

4. 結 果

結果を表 1 に示し、 各断面の顕微鏡写真を図版に示す。 以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科 固版1 · 2 · 3

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、 1 ,..._ 3列配列する環孔材である。 晩材部では厚壁で

丸い小道管が、 単独でおよそ放射方向に配列、 もしくはまばらに散在する。 早材から晩材にか

けて道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、 放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、 単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射

組織である。

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。 コナラ属クヌギ節にはクヌギ、 アベマキな

どがあり、 本州、 四国、 九州に分布する。 落葉の高木で、 高さ 15 m、 径 60 cmに達する。 材は

強靭で弾力に富み、 器具、 農具などに用いられる。

5. 所 見

同定の結果、 大塚迎跡で検出された炭化材8点は、 いずれもコナラ属クヌギ節であった。 コ
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5. 所 見

ナラ屈クヌギ節にはクヌギとアベマキがあり、 比較的堅硬な材で、 窯業等の燃料としてもやや

滴する。 コナフ屈クヌギ節は溢帯城に）ムく分布し、 産地や乾燥した台地や丘陵地に生息する落

葉広葉樹である、 二次林要索でもあQ。 大塚迫跡出十:!/)炭化材は、 遺跡周辺に二次林として生

育していた可能性が高い。

参考文献

佐伯浩·原田浩 (1985) 針薬樹材の細胞 ． 木材の構造 ． 文永堂出版 ， p20 - 48. 

佐伯浩•原田浩 (1985) 広葉樹材の細胞 ． 木材の構造，文永堂出版, p49 - 100. 

品地謙・伊東隆夫 (1988) 日本の造跡出土木製品総覧 ， 雄山閣 ， p 296. 

山田昌久 (1993) 日本列島における木質遁物出土追跡文献集成，植生史研究特別第 1 号 ． 植生史研究会， p242.

表1 大塚遺跡における樹種同定結果

賓料Nu
資料l
賓料 2

資料 3

資料4

資料 5

資料 6

資料 7

賓料 8

迫構番号
1号木炭窯跡
2号製鉄炉跡
1号竪穴住居跡
1号木炭窯跡
1号木炭窯跡
1号廃滓場
1号木炭置き場

調査区外木炭窯

出土屈位
1区 最下層
9 層 （基礎構造内）
床面直上
4区 木炭層
6 区 木炭屈

No. 14 
6区 2府
木炭恩

結果（学名／和名）
Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節
Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節
Quercus sect. Aegilops コナラ屈クヌギ節
Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節
Quercus sect Aegilops コナラ属クヌギ節
Quercus sect. Aegilops コナラ屈クヌギ節
Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節
Quercus sect. Aegilops コナラ屈クヌギ節
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